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心をひとつに　～チーム山元　復興へのあゆみ～

面　接　会　場

町ホームページ「山元町震災復興関連情報」
本町の復興に関する最新の情報を掲載しています。ぜひご覧ください。
http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/fukkou/index.html

■
実
施
期
間

　
1
月
23
日
㈪
か
ら
2
月
24
日
㈮

ま
で

■
対
象
世
帯

　
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る

世
帯

①
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
住
ま

い
を
失
わ
れ
た
世
帯

（
住
宅
が
全
壊
ま
た
は
流
出
し
た

世
帯
・
住
宅
が
大
規
模
半
壊
ま

た
は
半
壊
し
、
や
む
を
得
ず
解

体
、
ま
た
は
解
体
を
申
請
し
た

世
帯
）

②
震
災
時
点（
平
成
23
年
3
月
11

日
）で
、
災
害
危
険
区
域
に
居

住
し
て
い
た
世
帯

■
面
談
内
容

①
被
災
状
況
の
確
認
、
支
援
制
度

の
説
明
な
ど

②
集
団
移
転
や
災
害
公
営
住
宅
へ

の
入
居
希
望
な
ど
、
今
後
の
住

ま
い
に
つ
い
て
の
意
向
調
査

③
意
向
調
査
票
へ
の
記
入（
※
）

※
面
談
対
象
世
帯
へ
の
資
料
の
配

付
に
つ
い
て

　
面
談
対
象
世
帯
に
は
、
郵
送
等

に
よ
り
、
事
前
に
意
向
調
査
票
と

資
料
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
内
容

を
ご
確
認
し
、
ご
家
族
で
相
談
の

上
、
意
向
調
査
票
に
で
き
る
だ
け

記
入
し
て
お
持
ち
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
面
談
受
付
時
間

○
平
日（
月
～
金
）

　
9
時
～
19
時

○
休
日（
土
・
日
・
祝
）

　
9
時
～
17
時

※
12
時
～
13
時
は
休
憩
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
所
要
時
間

　
15
分
～
30
分
程
度

今
後
の
住
ま
い
に
関
す
る
個
別
面
談

　
町
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
ま
い
を
失
わ
れ
た
町
民
の
方
々

の
新
た
な
住
ま
い
の
確
保
を
支
援
す
る
に
あ
た
り
、個
別
面
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
対
象
世
帯
の
皆
さ
ん
は
、ぜ
ひ
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

② 名取市商工会
日程 会　　場 開 催 日

Ⅰ

名取市商工会2階
大研修室
（名取市増田字
� 柳田243）

2月11日㈯
12日㈰
18日㈯
19日㈰

③ 役場仮庁舎
　①、②の会場では、ご都合が合わない世帯
については、右記A～H日程の平日の間、役
場庁舎でも面談可能です。
　なお、役場での面談は予約制としますので、
希望する場合は事前にご連絡をお願いしま
す。

① 各仮設住宅集会所
日程 会　　場 開 催 日

A ナガワ仙台工場 1月23日㈪
� ～ 1月25日㈬

B 浅生原内手 1月26日㈭
� ～ 1月28日㈯

C 浅生原東田
※東集会所

1月29日㈰
� ～ 2月4日㈯

D 浅生原箱根 2月6日㈪
� ～ 2月7日㈫

E 髙瀬西石山原 2月8日㈬
� ～ 2月9日㈭

F 町民グラウンド 2月13日㈪
� ～ 2月17日㈮

G 旧坂元中学校跡地 2月20日㈪
� ～ 2月21日㈫

H 中山熊野堂 2月22日㈬
� ～ 2月24日㈮

※�町内で仮設住宅以外にお住まいの方は、最寄
りの会場にお越しください

震
災
に
よ
り
住
ま
い
を

失
わ
れ
た
世
帯
の
住
宅

再
建
を
支
援
し
ま
す

　
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
住
ま
い
を
失
わ
れ
た
町
民
の
皆

様
が
早
期
に
生
活
再
建
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
先
月
下
旬
よ
り
、
今
後
の
住
ま

い
に
関
す
る
個
別
面
談
を
実
施
し

て
お
り
、
皆
さ
ん
の
意
向
を
確
認

し
な
が
ら
、
災
害
公
営
住
宅
や
集

団
移
転
な
ど
の
詳
細
な
計
画
を
立

て
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 震災復興推進課　☎37-0497

復
興

〜
チ
ー
ム
山
元

〜
チ
ー
ム
山
元 　

復
興
へ
の
あ
ゆ
み
〜

災害公営住宅

町が新たに整備する
住　宅　団　地元の宅地から移転

元の宅地から移転

移転先への住宅建設

…新たな住まいの整備
　に伴い、 仮設住宅の
　入居期間延長を図っ
　てまいります。

移転先の土地購入・賃貸移転先決定

元の宅地の買い上げ申し込み

住宅団地の宅地を造成

…「新山下駅周辺（役場周辺を含む）」・「宮城病院周辺」・「新坂元駅
　周辺」において、新たな住宅団地の整備を検討しています。

移転先の用地取得

測量設計

集　

団　

移　

転

（
町
が
整
備
す
る
住
宅
団
地
な
ど
へ
の
移
転
）

…第1期入居は、平成25年3月に行う予定とし
　ている「新山下駅周辺」・「坂元集落周辺」
　に70戸程度を計画しています

災害公営住宅への入居

災害公営住宅（町営）の整備
「
今
後
の
住
ま
い
に
関
す
る
個
別
面
談
」

発 展 期
再　生　期復　旧　期

復
興
計
画　
　

災
害
公
営
住
宅

平成28～30年度平成27年度平成26年度平成25年度平成24年度平成23年度

▼元の宅地からの
移転を含む住ま
いの再建に対し
て、国・町から
支援が受けられ
ます。
▼支援内容は、元
の宅地の位置や
再建方法によっ
て異なります。
▼詳しくは、震災
復興推進課まで
お問い合わせく
ださい。

住まいの再建についての今後のスケジュール

防災集団移転、災害公営住宅の事業イメージ
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■	

消
防
施
設
・
資
機
材

�

災
害
復
旧
関
係

【
消
防
施
設
関
係
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
置

場
6
棟（
磯
・
中
浜
・
新
浜
・
笠
野
・

花
釜
東
・
牛
橋
）が
流
失
。

②
今
後
の
見
通
し

　
こ
れ
ら
の
消
防
団
施
設
に
つ
い

て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再

構
築
等
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
構

想
に
沿
っ
た
消
防
団
組
織
の
再
編

に
合
わ
せ
復
旧
す
る
予
定
で
す
。

【
資
機
材
等
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
積

載
車
6
台
お
よ
び
搭
載
品
一
式

（
磯・中
浜・新
浜・花
釜
東・牛
橋・

花
釜
西
）が
流
失
。
消
防
団
員
装

備
品（
法
被
・
活
動
服
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト
な
ど
）も
約
90
人
分
が
流
失
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
㈶
日
本
消
防
協
会
か
ら
中
古
消

防
ポ
ン
プ
積
載
車
6
台
の
寄
贈
を

受
け
、
被
災
し
た
消
防
団
各
班
に

配
備
し
ま
し
た
。
ま
た
消
防
団
員

装
備
品
に
つ
い
て
も
再
配
備
済
み

で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
に
つ
い
て

は
、
中
古
の
た
め
耐
用
年
数
を
考

慮
す
る
と
、
今
後
新
た
な
配
備
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、
施
設
と
同

様
に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
構
想

に
沿
っ
て
検
討
し
ま
す
。

■	

公
民
館
等
社
会
教
育

�

施
設
災
害
復
旧
関
係

【
中
央
公
民
館
】

①
被
災
の
状
況

　

建
物
2
階
大
ホ
ー
ル
の
天
井
・

照
明
器
具
等
が
落
下
、
外
壁
損
傷

な
ど
一
部
損
壊
、
敷
地
南
側
法
面

の
崩
落
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
避
難
者
収
容
の
た
め
、
大
ホ
ー

ル
天
井
は
応
急
修
繕
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
被
害
調
査
設
計
業
務

を
発
注
済
み
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
被
害
の
調
査
設
計
を
行
い
、
3

月
末
ま
で
に
災
害
査
定
を
受
け
、

平
成
24
年
度
に
災
害
復
旧
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
】

①
被
災
の
状
況

　
東
西
外
部
柱
頭
部
の
破
損
、
屋

根
ブ
レ
ー
ス
の
一
部
破
断
、
ス

ピ
ー
カ
ー
落
下
等
の
一
部
破
損
、

ア
リ
ー
ナ
お
よ
び
武
道
館
床
の
沈

下
な
ど
一
部
破
損
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
救
援
物
資
保
管
倉
庫
と
し
て
使

用
す
る
た
め
、
ブ
レ
ー
ス
の
応
急

修
繕
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
被

害
調
査
設
計
業
務
を
発
注
済
み
で

す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
被
害
の
調
査
設
計
を
行
い
、
3

月
末
ま
で
に
災
害
査
定
を
受
け
、

平
成
24
年
度
に
災
害
復
旧
工
事
に

着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
町
民
プ
ー
ル
】

①
被
災
の
状
況

　
プ
ー
ル
本
体
の
ひ
び
割
れ
や
水

漏
れ
、プ
ー
ル
周
辺
の
ひ
び
割
れ
、

地
盤
変
状
、
外
壁
・
フ
ェ
ン
ス
の

倒
壊
等
全
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
安
全
確
保
の
た
め
東
側
外
壁
倒

壊
部
土
止
等
の
応
急
工
事
を
完
了

し
ま
し
た
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
中
に
撤
去
工
事
に

着
手
し
、
残
存
用
地
の
有
効
利
用

方
法
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
第
二
体
育
館
】

①
被
災
の
状
況

　

外
壁
の
崩
落
、
桁
行
構
面
ブ

レ
ー
ス
1
カ
所
の
破
断
、
大
量
の

ガ
レ
キ
流
入
、
床
面
波
打
ち
等
に

よ
り
全
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
全
壊
の
た
め
、
立
ち
入
り
禁
止

措
置
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
町
民
プ
ー
ル
と
同
様
に
、
平
成

24
年
度
中
に
撤
去
工
事
に
着
手

し
、
残
存
用
地
の
有
効
利
用
方
法

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
笠
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

①
被
災
の
状
況

　
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
流
失
等
に
よ
り

全
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
流
出
等
に
よ
り
原
形
を
留
め
て

い
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
立

入
禁
止
措
置
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
復
興
計
画
に
併
せ
、
現
地
は
防

災
緑
地
と
し
、
牛
橋
公
園
に
機
能

融
合
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
茶
室
・
蓑
首
城
大
手
門
・
板
倉
】

①
被
災
の
状
況

　
茶
室
壁
一
部
崩
落
、
大
手
門
土

台
ひ
び
割
れ
、
各
建
物
傾
斜
増
大

等
一
部
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
補
助
・
交
付
金
制
度
の
活
用
を

精
査
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
中
に
復
旧
の
た
め

の
設
計
に
着
手
し
、
次
年
度
以
降

で
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
歴
史
民
俗
資
料
館
】

①
被
災
の
状
況

　

展
示
設
備
、
収
蔵
物
・
収
蔵
資

料
の
破
損
等
一
部
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
破
損
し
た
収
蔵
物
・
収
蔵
資
料

の
復
元
、
復
旧
を
行
っ
て
お
り
、

開
館
に
向
け
準
備
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
中
に
開
館
す
る
予

定
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
伝
承
館
】

①
被
災
の
状
況

　

タ
イ
ル
等
の
剥
離
、
収
蔵
物
・

収
蔵
資
料
の
破
損
等
一
部
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
収
蔵
物
・
収
蔵
資
料
の
整
理
済

み
。
震
災
で
流
失
し
た
写
真
等
の

展
示
・
引
き
渡
し
を
行
っ
て
い
る

思
い
出
回
収
事
業
で
使
用
中
で

す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
思
い
出
回
収
事
業
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
、
施
設
を
利
用
再
開

す
る
予
定
で
す
。

■	

上
下
水
道
施
設

�

災
害
復
旧
関
係

【
上
水
道
施
設
】

①
被
災
の
状
況

　
山
間
部
1
9
0
カ
所
損
壊
、平

野
部（
津
波
）4
8
0
カ
所
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
応
急
仮
工
事
等
に
よ
り
1
0
0

％
給
水
が
回
復
し
ま
し
た
。

③
今
後
の
見
通
し

　
継
続
し
て
通
水
試
験
等
の
被
害

調
査
を
実
施
し
、
災
害
査
定
を
受

け
た
後
に
応
急
仮
工
事
箇
所
等
の

本
格
復
旧
工
事
に
着
手
し
、
完
全

復
旧
は
平
成
25
年
3
月
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

【
下
水
道
施
設
】

①
被
災
の
状
況

　
山
元
浄
化
セ
ン
タ
ー
・
上
平
処

理
場
・
中
浜
処
理
場
・
磯
処
理
場

の
計
4
カ
所
全
壊
、
下
水
道
管
渠

44
カ
所（
約
22
㎞
）・
マ
ン
ホ
ー
ル

ポ
ン
プ
36
カ
所
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
処
理
場
で
応
急
沈
殿
処
理
し
放

流
中
、
損
壊
箇
所
は
仮
設
ポ
ン
プ

の
設
置
お
よ
び
バ
キ
ュ
ー
ム
車
に

よ
る
汲
み
取
り
に
よ
り
機
能
を
回

復
し
ま
し
た
。

③
今
後
の
見
通
し

　
管
内
の
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
等

を
実
施
し
、
災
害
査
定
を
受
け
た

後
に
、
処
理
場
等
の
本
格
復
旧
工

事
に
着
手
し
、
完
全
復
旧
は
平
成

25
年
3
月
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

■	

水
産
業
施
設

�

災
害
復
旧
関
係

【
漁
港
施
設
関
係
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
等
に
よ
り
、
防
波
堤
な
ど

15
施
設（
査
定
は
5
件
に
ま
と
め

て
申
請
）が
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
漁
港
泊
地
内
に
堆
積
し
て
い
る

ガ
レ
キ
の
撤
去
と
災
害
査
定
を
12

月
上
旬
に
完
了
済
み
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
以
降
に
原
形
復
旧

工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

【
水
産
物
荷
捌
所
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
流
失（
全
壊
）。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
震
災
復
興
計
画
の
中
で
再
建
方

針
を
検
討
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
以
降
に
再
建
工
事

に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

■	

都
市
施
設

�

災
害
復
旧
関
係

【
牛
橋
公
園
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
、
フ
ェ
ン
ス
等
が

流
失
し
全
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
12
月
に
災
害
査
定
を
完
了
済
み

で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
以
降
に
、
原
形
復

旧
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、震
災
復
興
計
画
の
中
で
、

各
競
技
施
設
を
統
合
す
る
な
ど
の

復
旧
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

【
磯
崎
山
公
園
】

①
被
災
の
状
況

　
地
震
お
よ
び
津
波
に
よ
り
、
施

設
損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況

　
12
月
に
災
害
査
定
を
完
了
済
み

で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
平
成
24
年
度
以
降
に
原
形
復
旧

工
事
に
着
手
す
る
見
込
み
で
す
。

【
太
陽
遊
園（
広
場
・
緑
地
）】

①
被
災
の
状
況

　

地
震
に
よ
り
施
設（
遊
具
・
敷

地
）損
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
12
月
ま
で
に
災
害
査
定
を
完
了

し
、
原
形
復
旧
工
事
を
宮
城
県
に

委
託
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
遊
園
の
一
部
に
つ
い
て
、
平
成

24
年
度
以
降
に
復
旧
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
す
。

■	

観
光
・
交
流
施
設

�

災
害
復
旧
関
係

【
夢
い
ち
ご
の
郷
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
流
失（
全
壊
）。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
指
定
管
理
者
で
あ
っ
た
夢
い
ち

ご
の
郷
友
の
会
が
、
国
道
6
号
沿

線（
浅
生
原
地
内
）に
仮
設
直
売

所
を
開
設
し
、
9
月
か
ら
営
業
中

で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
震
災
復
興
計
画
の
産
直
施
設
整

備
に
併
せ
、
整
備
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

【
山
元
・
亘
理
田
園
空
間
博
物
館

総
合
案
内
所「
笠
野
学
堂
」】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
施
設
全
壊
。

②�

12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況
　
具
体
的
な
再
建
方
針
に
つ
い
て

は
、検
討
中
で
す
。

③
今
後
の
見
通
し

　
年
度
内
に
解
体
・
撤
去
の
予
定

で
す
。
な
お
、
再
建
に
つ
い
て
は

直
売
所
や
交
流
施
設
に
併
設
す
る

方
針
で
検
討
中
で
す
。

【
磯
郷
倉
】

①
被
災
の
状
況

　
津
波
に
よ
り
施
設
流
失
。

②
今
後
の
見
通
し

　
年
度
内
に
解
体
・
撤
去
の
予
定

で
す
。
今
ま
で
の
利
用
状
況
や
事

業
目
的
か
ら
再
建
は
し
な
い
方
針

で
す
。

　
本
紙
12
月
号
に
て
、東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
本
町
の
主
な
公
共
施
設
の
復
旧
・
復
興
へ
の
取
り

組
み
を
お
知
ら
せ
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、今
回
は
、前
回
掲
載
し
た
施
設
以
外
の
復
旧
状
況
等
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、災
害
復
旧
の
考
え
方
と
し
て
、原
状
の
機
能
回
復
で
足
り
る
と
判
断
さ
れ
る
各
種
施
設
に
つ
い
て

は
早
期
の
機
能
回
復
を
図
る
た
め
、被
災
施
設
の
災
害
査
定（
国
が
復
旧
に
要
す
る
金
額
を
確
定
す
る
こ
と
。

以
下「
査
定
」と
い
う
）を
3
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
よ
う
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

被
災
し
た
公
共
施
設
の
復
旧
へ
の
取
り
組
み
②
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■	
海
岸
施
設
災
害

�
復
旧
関
係（
堤
防
等
）

①
被
災
の
状
況

　

津
波
に
よ
り
、
建
設
海
岸
8
・

2
㎞
、
農
地
海
岸
2
・
0
㎞
、
漁

港
海
岸
0・53
㎞
の
全
て
が
全
壊・

流
失
。

②
12
月
28
日
現
在
ま
で
の
進
捗
状

況【建
設
海
岸
】

　
花
釜
地
区
か
ら
笠
野
地
区
ま
で

1
・
7
㎞
を
海
抜
5
・
0
ｍ
の
高

さ
で
、
笠
野
地
区
か
ら
磯
地
区
ま

で
6
・
5
㎞
を
海
抜
2
・
0
ｍ
の

高
さ
で
仮
復
旧
済
み
で
す
。

�

（
施
工
…
国
土
交
通
省
）

【
農
地
海
岸
】

　
牛
橋
地
区
か
ら
花
釜
地
区
ま
で

2
・
0
㎞
を
海
抜
5
・
0
ｍ
の
高

さ
で
仮
復
旧
済
み
で
す
。

�（
施
工
…
農
林
水
産
省
・
宮
城
県
）

【
漁
港
海
岸
】

　
磯
地
区
か
ら
県
境
ま
で
0
・
53

㎞
を
海
抜
6
・
2
ｍ
の
高
さ
で
仮

復
旧
済
み
で
す
。

�

（
施
工
…
水
産
庁
）

③
今
後
の
見
通
し

　
管
轄
す
る
各
省
庁
が
平
成
27
年

度
ご
ろ
ま
で
に
海
抜
7
・
2
ｍ
の

高
さ
に
統
一
し
、
全
延
長
約
11
㎞

を
本
復
旧
さ
せ
る
予
定
で
す
。

問	

企
画
財
政
課　
財
政
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
2
）

被
災
家
屋
の
修
繕
・
解

体
で
発
生
し
た
廃
材
を

受
け
入
れ
し
て
い
ま
す

　
被
災
し
た
家
屋
の
修
繕
や
解
体

に
よ
っ
て
発
生
す
る
廃
材
、
津
波

に
よ
っ
て
発
生
し
た
土
砂
な
ど
に

つ
い
て
、
町
が
設
置
し
て
い
る
震

災
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
に
お
い
て

無
料
で
受
け
入
れ
し
て
い
ま
す
。

　

仮
置
き
場
へ
搬
入
す
る
際
に

は
、
左
記
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を

し
、
搬
入
の
許
可
証
を
発
行
し
ま

す
。

・
搬
入
月
日

・
発
生
場
所
お
よ
び
住
所
氏
名

・
搬
入
者
の
住
所
氏
名（
会
社
名
）

・
搬
入
車
両
の
車
種
お
よ
び
車
両

ナ
ン
バ
ー

・
搬
入
す
る
震
災
廃
棄
物
の
種
類

○
発
行
窓
口

・
町
民
生
活
課　
生
活
班（
1
階
）

○
発
行
時
間

・
平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
留
意
事
項

○�

震
災
に
よ
っ
て
山
元
町
内
で
発

生
し
た
廃
材
な
ど
に
限
り
ま

す
。
通
常
の
生
活
ゴ
ミ
な
ど
は

引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

○�

仮
置
き
場
で
は
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
木
材

や
金
属
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
ど

に
あ
ら
か
じ
め
分
別
が
必
要
で

　

申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

問	

保
健
福
祉
課　
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
5
）

3
月
以
降
の
医
療
費

助
成
制
度
の
取
り
扱
い

　
医
療
費
助
成
の
対
象
者
で
被
災

に
よ
る
医
療
費
の
免
除
が
適
用
と

な
っ
て
い
る
方
は
、
免
除
期
間
が

2
月
末
で
終
了
と
な
り
ま
す
の

で
、
2
月
中
旬
に
乳
幼
児
、
母
子

父
子
家
庭
、
障
害
者
の
各
医
療
費

助
成
受
給
者
証
を
お
送
り
し
ま

す
。

問	

保
健
福
祉
課　
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
3
）

宮
城
県
住
宅
再
建
支
援

事
業（
二
重
ロ
ー
ン
対

策
）の
お
知
ら
せ

■
対
象
と
な
る
方

　
県
内
の
自
ら
居
住
す
る
住
宅
が

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
で
、

震
災
時
に
そ
の
住
宅
に
係
る
既
存

の
住
宅
ロ
ー
ン
が
あ
り
、
新
た
に

県
内
に
自
ら
居
住
す
る
住
宅
の
再

建
の
た
め
に
5
0
0
万
円
以
上

の
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
、
そ
の

契
約
の
時
点
で
、
既
存
の
5
0
0

万
円
以
上
の
住
宅
ロ
ー
ン
が
残
っ

て
い
る
方
。

■
対
象
と
な
る
住
宅
ロ
ー
ン

　
新
た
な
住
宅
ロ
ー
ン
は
、
震
災

以
降
に
契
約
さ
れ
た
も
の
で
、
新

築
・
増
築
・
補
修
・
新
築（
中
古
）

住
宅
購
入
な
ど
、
自
ら
居
住
す
る

住
宅
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
も
の

を
対
象
と
し
ま
す
。

■
補
助
期
間
・
金
額

　
既
存
の
住
宅
ロ
ー
ン
に
か
か
る

5
年
間
の
利
子
相
当
額（
上
限
50

万
円
）

■
申
請
方
法

　
宮
城
県
住
宅
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問	

宮
城
県
土
木
部
住
宅
課

☎
0
2
2
―
2
1
1
―
3
2
5
6

ま
ち
づ
く
り
整
備
課　

�

施
設
管
理
班

☎
37
―
5
1
1
1（
内
線
2
6
5
）

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
3
）

震
災
復
興
業
務
拡
張
に

伴
い
仮
庁
舎
を
増
築
し

ま
す

　
来
庁
さ
れ
る
皆
様
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
震
災

復
興
業
務
拡
張
に
伴
い
、
仮
庁
舎

東
側
駐
車
場
に
仮
庁
舎
増
築
工
事

を
施
工
し
ま
す
。

　

な
お
、
来
庁
の
際
は
、
北
側
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問	

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
6
）

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

　
先
月
1
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

山
口
令
子
さ
ん（
牛
橋
区
）が
人

権
擁
護
委
員
に
委
嘱（
再
任
）さ

れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事

は
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
に
た
え
ず
見
守
り
、
も

し
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
り
、
侵
害

さ
れ
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
場

合
に
は
相
談
相
手
に
な
っ
て
そ
の

救
済
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
に
正
し
い
人
権
の
考

え
方
を
広
め
る
こ
と
な
ど
を
使
命

と
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
毎
日
の
生
活
を
送
る

上
で
、
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、
法
律

上
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
分
か
ら

な
い
た
め
困
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
相
談

さ
れ
た
こ
と
は
一
切
秘
密
に
扱
わ

れ
ま
す
。

問	

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
1
）

民
生
委
員
・

�

児
童
委
員
を
委
嘱

　
震
災
に
よ
り
欠
員
と
な
っ
て
い

ま
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に

つ
い
て
、
新
た
に
次
の
3
人
の
方

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
25
年
11
月
30
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

問	

保
健
福
祉
課　
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
3
）

生
活
保
護
の
相
談
窓
口

日
時　
2
月
9
日
・
16
日
・
23
日
、

3
月
1
日
、10
時
～
15
時

場
所　
役
場
仮
庁
舎
1
階　

　
　
　
第
3
相
談
室

※�

当
日
は
、
宮
城
県
仙
台
保
健
福

祉
事
務
所
の
担
当
者
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

※
前
日
ま
で
保
健
福
祉
課
福
祉
班

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

問	
保
健
福
祉
課　
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
3
）

子
ど
も
手
当
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か
？

　
平
成
23
年
10
月
よ
り
、
子
ど
も

手
当
制
度
が
変
わ
り
、
引
き
続
き

子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で

す
。

　
平
成
23
年
10
月
1
日
時
点
で
受

給
資
格
の
あ
る
方
は
、
平
成
24
年

3
月
末
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
10

月
分
か
ら
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
ま
だ
申
請
の
お
済
み
で
な
い
方

は
、
至
急
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問	

保
健
福
祉
課　
福
祉
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
4
）

す
の
で
、
分
別
が
不
十
分
な
場

合
に
は
受
け
入
れ
を
お
断
り
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○�

搬
入
場
所
や
時
間
に
つ
い
て
は

窓
口
で
ご
案
内
し
ま
す
が
、
高

潮
や
波
浪
な
ど
の
天
候
状
況
に

よ
り
、
緊
急
的
に
受
け
入
れ
を

休
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

問	

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
3
）

農
業
機
械
の

撤
去
を
開
始
し
ま
す

　
津
波
に
よ
り
流
出
し
た
農
業
機

械
に
つ
い
て
、
2
月
中
旬
か
ら
撤

去
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

撤
去
を
希
望
し
な
い
場
合
に

は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問	

町
民
生
活
課　
生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2（
内
線
1
2
3
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援

制
度
の
基
礎
支
援
金
の

申
請
期
間
延
長

　
震
災
に
よ
り
住
家
が
大
規
模
半

壊
、
全
壊
の
被
害
を
受
け
た
方
、

ま
た
、
半
壊
、
大
規
模
半
壊
で
解

体
し
た
方
に
対
す
る
基
礎
支
援
金

の
申
請
受
付
期
間
が
平
成
25
年
4

月
10
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
関
連
情
報

東日本大震災に
よる発生災害

被災箇所数 全長約� 11.0㎞
［内訳］
建設海岸� 8.2㎞
農地海岸� 2.0㎞
漁港海岸� 0.5㎞

うち仮復旧箇所数 全長約� 11.0㎞
高さ海抜� 2.0m

うち本復旧箇所数 ―

【被災した各公共施設の復旧状況一覧】
東日本大震災

災害復旧

消防施設・資機材関係

被災箇所数 12件

うち査定完了箇所数 0件

うち工事発注件数 0件

社会教育施設関係

被災箇所数 10件

うち査定完了箇所数 0件

うち工事発注件数 0件

上下水道施設関係

被災箇所数 754件

うち査定完了箇所数 284件

うち工事発注件数 201件

水産業施設関係

被災箇所数 6件

うち査定完了箇所数 5件

うち工事発注件数 0件

都市施設関係

被災箇所数 4件

うち査定完了箇所数 4件

うち工事発注件数 0件

観光・交流施設関係

被災箇所数 3件

うち査定完了箇所数 0件

うち工事発注件数 0件

海岸施設関係

被災延長 約11.0㎞

うち仮復旧延長 約11.0㎞

うち本復旧延長 0㎞

右から門間等氏（磯区）、岩佐清氏（新浜区）、
伊藤芳夫氏（牛橋区）

お気軽にご相談ください
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環
境
省
で
は
、
空
間
放
射
線
量

が
毎
時
0
・
23
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
以
上（
年
間
追
加
被
ば
く
線

量
1
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）を
超
え
る

地
域
を「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地

域
」と
定
め
て
い
ま
す
が
、本
町
で

も
そ
の
基
準
を
超
え
る
エ
リ
ア
が

存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
12
月

28
日
付
け
で「
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
」の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
該
調
査
地
域
の
指
定
に
よ

り
、今
後
、町
で
は
、国
、県
お
よ

び
専
門
機
関
の
指
導
と
助
言
を
受

け
な
が
ら
、
調
査
測
定
を
実
施
し

除
染
重
点
エ
リ
ア
を
定
め
る
な

ど
、
環
境
省
が
示
し
た「
除
染
関

係
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
沿
っ
た
除

染
実
施
計
画
を
策
定
し
、
除
染
等

を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
は
、
各
課
の
担
当

者
で
構
成
す
る
横
断
的
な
検
討
会

を
立
ち
上
げ
、
除
染
重
点
エ
リ
ア

を
定
め
る
手
法
や
仮
置
場
の
選
定

等
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
除
染

実
施
計
画
の
具
体
的
な
項
目
を
検

討
し
、
3
月
中
に
は「
山
元
町
除

染
実
施
計
画
」を
完
成
さ
せ
る
予

定
で
す
。

　
ま
た
、
除
染
実
施
計
画
策
定
と

並
行
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
集
う

公
共
施
設
の
除
染
を
優
先
的
に
行

い
ま
す
。

　
な
お
、
除
染
等
の
実
施
に
あ
た

っ
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
町

と
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
に
関
す

る
情
報
を
随
時
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問	

総
務
課　
安
全
対
策
班

☎
37
―
1
1
1
1（
内
線
2
1
2
）

万
引
き
は
犯
罪
で
す
！

　

万
引
き
は「
窃
盗
」と
い
う
犯

罪
で
す
。

　

窃
盗
は
、
刑
法
で「
10
年
以
下

の
懲
役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
」と
規
定
さ
れ
て
お

り
、大
変
重
い
罪
で
す
。

　
「
見
つ
か
っ
た
ら
物
を
返
せ
ば

い
い
」「
お
金
を
払
え
ば
い
い
」と

い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
依
然
と
し
て
青
少
年
に
よ
る

万
引
き
が
多
発
し
て
い
ま
す
が
、

最
近
で
は
高
齢
者
に
よ
る
万
引
き

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
万
引
き
は
、
警
察
だ
け
の
取
り

組
み
で
は
防
止
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

○
家
族
・
地
域
に
お
け
る

�

「
絆
」づ
く
り

○
家
庭
・
学
校
に
お
け
る

�

「
規
範
意
識
の
向
上
」

○
店
舗
に
お
け
る

�

万
引
き
防
止
対
策

　
社
会
全
体
で
万
引
き
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
万
引
き
を
許
さ
な

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ

う
！

　
1
月
恒
例
の
行
事
と
し
て
、
県

内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る「
平
成

24
年
宮
城
県
公
立
武
道
館
協
議
1

万
人
寒
げ
い
古
」を
、
本
町
で
も

先
月
15
日
㈰
山
下
中
学
校
体
育
館

を
会
場
に
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
、
地
域
に
お
け
る

武
道
の
一
層
の
発
展
、
充
実
を
期

す
る
と
と
も
に
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
る
目
的
で
、
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
み
ん
な
の
元
気
で

宮
城
を
笑
顔
に
」を
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
と
し
て
、
空
手
・
柔
道
・
剣
道

あ
わ
せ
て
約
1
0
0
人
の
参
加

が
あ
り
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
気

迫
の
こ
も
っ
た
け
い
古
で
心
身
を

鍛
え
ま
し
た
。

　

山
元
町
囲
碁
愛
好
会
主
催
の

「
新
春
囲
碁
大
会
」が
、先
月
14
日

㈯
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
愛

好
者
が
腕
を
ふ
る
い
競
い
合
い
ま

し
た
。

　
ク
ラ
ス
別
の
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

Ａ
ク
ラ
ス

優　
勝　
武
田　
忠
正（
花
釜
区
）

準
優
勝　
東
海
林
英
夫（
山
下
区
）

第
3
位　
木
村　
晴
俊（
岩
沼
市
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優　
勝　
里
見　
　
隆（
亘
理
町
）

準
優
勝　
土
門　
正
司

�

（
浅
生
原
区
）

第
3
位　
遠
藤　
　
彰（
仙
台
市
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優　
勝　
冨
田　
良
一（
真
庭
区
）

準
優
勝　
斎
藤　
　
実（
岩
沼
市
）

第
3
位　
山
田　
周
男（
白
石
市
）

　放射線・放射能に関する正しい理
解を得ていただくことを目的とした
講演会を次により開催します。
日時　2月21日㈫13時30分～ 15時
場所　中央公民館「大ホール」
演題　「�福島原発事故による放射能汚

染とどう付き合うべきか？」
講師　東北大学加齢医学研究所
� 教授　川島　隆太　氏
入場料　無料
託児（予約制・6カ月～未就学児）
・定員10人程度
・2 月 15 日㈬締め切り
※希望者は下記まで連絡願います
問	総務課　安全対策班
	 ☎37-1111（内線212）

放射能に関する
� 講演会開催のお知らせ

「
寒
さ
に
負
け
ず
」

�

1
万
人
寒
げ
い
古

新
春
囲
碁
大
会

�

結
果
報
告

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も

い
つ
で
も　

ど
こ
で
も　

だ
れ
で
も

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

問 
生
涯
学
習
課　

☎
3
7
―

5
1
1
6

放
射
性
物
質
に
よ
る
土
壌
等
の
除
染
に
向
け
て

※国では、地上高1メートルにおける測定値を用いることから、上記についてもその基準に基づき、同高で測定した値となっ
ています。

※上記の各施設は、町職員等が簡易型環境放射線モニタでそれぞれ測定。

■ 空間放射線量測定結果の推移 	 問 総務課 安全対策班 ☎37-1111
　町では、現在次の22カ所で空間放射線量の測定を実施しています。
　なお、この測定結果は、町ホームページ（http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/genpatu/index.
html）で公開しているほか、りんごラジオ（80.7MHz）でも、毎日お知らせしています。

■ 水道水の放射性物質測定結果 	 問 上下水道事業所 施設班 ☎37-1120
　水道水における放射能測定結果は、下記のとおり「不検出」となっていますので安心してご使用ください。

採　取　場　所 採取日 用　途 結果
食品衛生法に基づく乳
児の飲用に関する暫定
的な指標値

原子力安全委員会が定
めた飲食制限に関する
指標値

仙南・仙塩広域水道
南部山浄水場（白石市） 1月10日 放射性ヨウ素 不検出 100Bq/㎏ 300Bq/㎏

放射性セシウム 無 200Bq/㎏

山元町横山・小平・山下・坂元
深井戸

12月15日 放射性ヨウ素 不検出 100Bq/㎏ 300Bq/㎏
放射性セシウム 無 200Bq/㎏

1月17日 放射性ヨウ素 不検出 100Bq/㎏ 300Bq/㎏
放射性セシウム 無 200Bq/㎏

※県公表の水道水放射線測定結果（南部山浄水場1月11日測定・町内深井戸12月19日、1月19日測定）

■ 下水道汚泥の放射性物質測定結果　※12月18日測定 	 問 上下水道事業所 施設班 ☎37-1120
　下水道汚泥における放射性物質測定結果は、下記のとおり「不検出」または「指標値以下」となっています。

採　取　場　所 採取日 用　途 結　果
原子力災害対策本部より通知された
上下水道処理等副次産物の当面の取
り扱いに関する指標値

山元浄化センター

12月15日

放射性ヨウ素 不検出 無
放射性セシウム 968 8,000Bq/kg 以下

坂元処理場 放射性ヨウ素 不検出 無
放射性セシウム 416 8,000Bq/kg 以下

上平処理場 放射性ヨウ素 不検出 無
放射性セシウム 5,172 8,000Bq/kg 以下

※上記は、処理場内に滞留している汚泥を天日乾燥させ、脱水汚泥（含水率85％程度）として測定したもの。
※�下水道汚泥は、セシウムの濃度が8,000Bq/kg 以下の場合、跡地を居住等の用地に供しないことを条件に、土壌等の設置、
防水対策等の適切な対策を講じた埋立処分を可能としています。

町 内 放 射 線 関 連 情 報

寒さにも負けず、
気迫のこもったけい古（空手道）

静かな熱戦が
繰り広げられました

■ 町施設� 単位：μ Sv/h

測定施設 1/4 1/6 1/11 1/13 1/17 1/19 1/23 1/25
役場駐車場 0.12 0.13 0.13 0.13 0.13 0.12 0.12 0.13
北 保 育 所 0.13 0.12 0.13 0.13 0.12 0.12 0.10 0.12
南 保 育 所
（老人憩いの家）0.15 0.13 0.15 0.14 0.14 0.14 0.15 0.14

坂 元 支 所 0.19 0.23 0.22 0.22 0.21 0.23 0.23 0.24
中央公民館 0.11 0.10 0.12 0.10 0.11 0.10 0.10 0.10
少 年 の 森 休館日 0.18 0.19 0.20 0.15 0.17 休館日 0.16

■ その他施設①� 単位：μ Sv/h

測定施設 1/4 1/6 1/11 1/13 1/17 1/19 1/23 1/25
やまもと幼稚園 0.14 0.17 0.15 0.16 0.15 0.15 休館日 0.14
ふじ幼稚園
（真庭区民会館）休園 0.15 0.13 0.13 0.15 0.15 0.12 0.12

工房地球村 0.10 0.10 0.11 0.11 0.11 0.11 0.10 0.11
久保間児童遊園 0.48 0.45 0.44 0.43 0.45 0.42 0.34 0.36
上 平 消 防
ポンプ置場前 0.22 0.24 0.25 0.23 0.24 0.23 0.21 0.22

■ 小・中学校等� 単位：μ Sv/h

測定施設 1/4 1/6 1/11 1/13 1/17 1/19 1/23 1/25
山下第一小学校 0.11 0.10 0.11 0.11 0.11 0.10 0.10 0.10
山下小学校
（山下第二小）0.22 0.14 0.13 0.14 0.11 0.14 0.13 0.16

坂元小学校
（中浜小）0.21 0.18 0.19 0.15 0.18 0.19 0.19 0.18

山下中学校 0.24 0.22 0.19 0.21 0.23 0.21 0.21 0.20
坂元中学校 0.26 0.19 0.24 0.29 0.26 0.25 0.18 0.24
山元支援学校 0.13 0.12 0.13 0.12 0.15 0.14 0.12 0.13

■ その他施設②� 単位：μ Sv/h

測定施設 1/4 1/6 1/11 1/13 1/17 1/19 1/23 1/25
山 下 駅 前 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12 0.11 0.13
坂 元 駅 前 0.15 0.16 0.15 0.15 0.15 0.14 0.13 0.13
西牛橋（西）バス停前 0.12 0.12 0.12 0.13 0.13 0.12 0.11 0.13
中山杉内バス停前 0.27 0.29 0.27 0.28 0.28 0.28 0.25 0.25
中山仮設住宅
バ ス 停 前 0.48 0.48 0.47 0.43 0.27 0.28 0.26 0.28
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町
民
バ
ス
乗
客

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

の
概
要

◇
回
収
率　
55
・
4
％
（
配
付
数

2
5
8
票
の
う
ち
、
回
収
数

1
4
3
票
）

①
利
用
者

　

75
歳
以
上
の
方
が
28
・
7
％
、

19
歳
以
下
が
23
・
8
％
で
、
高
齢

者
と
19
歳
以
下
の
利
用
が
大
半
で

し
た
。
ま
た
、
女
性
が
72
・
9
％

と
多
く
、
さ
ら
に
職
業
別
に
見
る

と
無
職
が
54
・
5
％
、
小
学
生
が

19
・
6
％
で
し
た
。

②
利
用
目
的

　

通
院
が
23
・
8
％
、
通
学
が

22
・
4
％
と
大
半
で
、
買
い
物

10
・
5
％
、
通
勤
7
・
0
％
の
順

で
し
た
。

③
利
用
頻
度

　
週
5
回
以
上
が
30
・
1
％
で
最

も
多
く
、
次
い
で
月
1
～
3
回
が

22
・
4
％
、
週
3
～
4
回
が
21
・

0
％
、
週
1
～
2
回
が
19
・
6
％

で
し
た
。

④
ぐ
る
り
ん
号
に
対
す
る
満
足
度

　
「
大
い
に
満
足
」と「
ま
あ
満

足
」が
45
・
5
％
、「
や
や
不
満
」

と「
大
い
に
不
満
」が
46
・
2
％
で

満
足
と
不
満
が
ほ
ぼ
同
割
合
で
し

た
。

【
個
別
回
答
】

・
Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス
と
の
接
続
を
よ

く
し
て
ほ
し
い

・
目
的
地
ま
で
時
間
が
か
か
る

・
小
学
校
の
登
下
校
時
刻
に
合
わ

せ
て
ほ
し
い

・
亘
理
駅
直
行
便
が
あ
る
と
便
利

な
ど

【
分
析
結
果
】

　
以
上
の
結
果
か
ら
、利
用
者
は

自
分
で
移
動
で
き
る
交
通
手
段
の

な
い
高
齢
の
女
性
の
方
と
小
学
生

の
利
用
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
買
物
、
通
勤
の
利
用

頻
度
は
少
な
く
、
通
学
利
用
は
小

学
生
だ
け
で
、高
校
生
な
ど
の
利

用
は
、Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
関
係
か
ら

皆
無
で
し
た
。
ま
た
小
学
生
に
つ

い
て
も
登
下
校
の
時
間
と
合
っ
て

い
な
い
実
態
も
判
明
し
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
居
住
者
の
移

動
実
態
と
バ
ス
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結

果
の
概
要

◇
回
収
率　
49
・
4
％
（
配
付
数

2
，6
1
2
票
の
う
ち
、
回
収
数

1
，2
9
1
票
）

①
通
勤
・
通
学
に
つ
い
て

　
通
勤
・
通
学
の
手
段
は
自
家
用

車
が
62
・
2
％
と
最
も
多
く
、
町

民
バ
ス
は
1
・
1
％
し
か
利
用
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

②
買
物
に
つ
い
て

　
出
か
け
る
回
数
は
週
1
～
2
回

が
最
も
多
く
、
よ
く
行
く
買
い
物

先
は
亘
理
町
が
40
・
6
％
、
山
元

町
内
は
18
・
1
％
と
3
番
目
で
し

た
。
そ
の
際
の
交
通
手
段
は
自
家

用
車
が
67
・
4
％
で
、
町
民
バ
ス

の
利
用
は
1
・
5
％
で
し
た
。

③
通
院
に
つ
い
て

　
出
か
け
る
回
数
は
月
1
～
2
回

が
44
・
4
％
で
最
も
多
く
、
よ
く

行
く
通
院
先
は
亘
理
町
が
30
・
2

％
と
山
元
町
内
が
28
・
3
％
で
し

た
。
そ
の
際
の
交
通
手
段
は
自
家

用
車
が
56
・
7
％
で
、
町
民
バ
ス

は
2
・
0
％
で
し
た
。

④
趣
味
に
つ
い
て

　
出
か
け
る
回
数
は
ほ
と
ん
ど
行

か
な
い
が
41・6
％
で
最
も
多
く
、

出
か
け
る
場
合
よ
く
行
く
目
的
地

は
、
岩
沼
・
名
取
・
仙
台
方
面
が

41
・
2
％
で
、
そ
の
際
の
交
通
手

段
は
車
が
65
・
5
％
で
、
町
民
バ

ス
は
0
・
8
％
で
し
た
。

⑤
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度

　
「
大
い
に
満
足
」と「
ま
あ
満

足
」で
8
・
7
％
、「
や
や
不
満
」

と「
大
い
に
不
満
」が
55
・
4
％

で
、不
満
の
割
合
が
大
半
で
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
便
数
が
少

な
い
こ
と
や
移
動
に
時
間
が
か
か

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
個
別
回
答
】

・
Ｊ
Ｒ
代
行
バ
ス
と
町
民
バ
ス
の

接
続
を
よ
く
し
て
ほ
し
い

・
町
民
バ
ス
の
便
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い

・
亘
理
駅
・
岩
沼
駅
・
仙
台
駅
へ

直
通
の
バ
ス
が
あ
る
と
よ
い

　
な
ど

【
分
析
結
果
】

　
仮
設
住
宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る

方
々
は
、
自
家
用
車
利
用
が
大
半

を
占
め
て
お
り
、
公
共
交
通
と
し

て
の
町
民
バ
ス（
暫
定
路
線
）の

利
用
は
少
な
い
と
い
う
結
果
で
し

た
。
公
共
交
通
に
対
す
る
満
足
度

が
低
く
、
不
満
の
理
由
と
し
て
、

便
数
の
少
な
さ
や
移
動
時
間
が
長

い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、Ｊ

「
や
ま
も
と
復
興
応
援

セ
ン
タ
ー
」っ
て
、

ど
ん
な
団
体
？

　

山
元
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
震
災
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
全
国
各
地
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

業
務
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
月
日
が
経
過
す
る
と

と
も
に
支
援
の
数
が
減
少
し
、
ま

た
、
町
内
の
応
急
仮
設
住
宅
が
全

戸
完
成
し
避
難
所
が
閉
鎖
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ

が
変
化
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
業
務
と
仮

設
住
宅
等
の
支
援
活
動
の
調
整
機

能
を
兼
ね
備
え
た
応
急
仮
設
住
宅

等
に
対
す
る
各
種
支
援
活
動
の
総

合
調
整
窓
口
と
し
て
、「
や
ま
も

と
復
興
応
援
セ
ン
タ
ー
」を
あ
ら

た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
応
急
仮
設
住
宅
入
居

者
を
は
じ
め
、
被
災
者
の
方
々
が

1
日
で
も
早
く
自
立
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整
を

行
い
、
支
援
活
動
に
関
わ
る
全
て

の
方
々
と
町
民
が〝
心
を
ひ
と
つ

に
〟復
興
に
向
け
て
支
え
あ
え
る

活
動
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

「
や
ま
も
と
復
興
応
援

セ
ン
タ
ー
」っ
て
、

何
を
す
る
の
？

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
3
本
の
柱
を

持
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1　
支
援
活
動
の
調
整
と
応
援

　

平
等
な
支
援
と
住
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
、
支
援
団
体
向

け
に
は
一
定
の
ル
ー
ル
を
設
け
る

と
と
も
に
、
仮
設
住
宅
行
政
連
絡

員
等
と
情
報
共
有
・
連
携
し
な
が

ら
、
仮
設
住
宅
に
お
け
る
支
援
活

動
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
町
以
外
の
団
体
・
機
関
が

町
内
で
円
滑
に
活
動
を
実
施
で
き

る
よ
う
協
力
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
町
民
主
体
の
サ
ー

ク
ル
活
動
な
ど
の
要
望
に
応
じ
た

応
援
活
動
を
行
い
ま
す
。

2�　

仮
設
住
宅（
在
宅
被
災
者
）

の
見
守
り
と
つ
な
が
り
づ
く
り

　
主
に
、
仮
設
住
宅
に
お
け
る
町

民
の
見
守
り
、
孤
独
死
や
閉
じ
こ

も
り
を
防
ぐ
た
め
に
生
活
支
援
相

談
員
が
戸
別
訪
問
し
て
、
寄
り
添

い
活
動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
集

会
所
を
有
効
に
活
用
し
た
サ
ロ
ン

活
動
な
ど
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

3�　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
旧 

山
元
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
）

　
3
月
末
終
了
を
目
標
に
、
週
末

型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
、

イ
チ
ゴ
ハ
ウ
ス
支
援
、
側
溝
清
掃

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
現
在
、

ニ
ー
ズ
受
付
は
終
了
）

Ｒ
と
の
接
続
改
善
や
、
便
数
の
増

に
よ
る
移
動
時
間
短
縮
の
た
め
の

対
策
が
必
要
な
実
態
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
多
く
の
方
々
か
ら
ご
回
答
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
結
果
を
元
に
、
平
成
24
年

4
月
の
改
正
を
目
標
に
、
車
両
の

増
台
を
含
め
、
小
学
校
へ
の
登
下

校
時
間
や
買
物
、
通
院
、Ｊ
Ｒ
代

行
バ
ス
と
の
接
続
に
合
っ
た
新

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
の
改
正
に
向
け

て
、検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
調
査
は
、
運
行

改
善
の
第
1
段
階
と
し
て
実
施
し

た
も
の
で
、
今
後
も
調
査
対
象
範

囲
地
区
を
広
げ
て
、
意
向
調
査
等

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

こ
れ
に
併
せ
、
段
階
を
追
っ
て
運

行
改
善
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問	

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
1
）

　
昨
年
11
月
に
町
民
バ
ス「
ぐ
る
り
ん
号
」の
運
行
改
善
を
目
的
に
、バ
ス
利
用
者
と
仮
設
住
宅
入
居
者
を

対
象
と
し
た
第
1
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の
調
査
結
果
の
集
計
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

NPO 法人アドラ・ジャパンとは…
　世界約120カ国に支部を持ち、国連に公認・登録された国際
NGOです。国内外での災害被災者支援の豊富な経験から、内閣
府の紹介により昨年4月から山元町で支援活動を行っています。
町内では、すべての応急仮設住宅（みなし仮設住宅含む）入居時
の生活用品一式の物資提供や山元町災害ボランティアセンター
運営支援などを行っています。

やまもと
復興応援センターの概要

■�場所　�山元町社会福祉協議会東側の
2階建てプレハブ

■体制
○�センター長　荒井利男（山元町社会

福祉協議会事務局長）
○�副センター長　渡辺日出夫（アドラ・

ジャパン）
　現在、生活支援相談員を中心とした
生活支援班と災害ボランティアセン
ター業務を行うボランティア班の計
20人で運営しています。

☎090-6639-6098（9時～ 17時受付）
FAX 050-3737-9613
ホームページ
http://yamamoto-4clover.jimdo.com
メールアドレス
yamamoto.4clover@gmail.com

■
住
民
の
皆
様
へ

○�

生
活
支
援
相
談
員
は
、
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
や
各
種
サ
ー
ビ
ス

の
調
整
を
行
い
、
提
供
に
繋
げ

る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
の

で
、
困
り
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
訪
問
時
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

○�

当
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
団
体

が
支
援
活
動
を
行
う
際
に
は
、

「
山
元
町
支
援
活
動
証
明
書
」を

発
行
し
て
い
ま
す
。

○�

住
民
同
士
で
サ
ー
ク
ル
を
立
ち

上
げ
た
い
が
、「
道
具
が
な
い
」

な
ど
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
生

活
支
援
相
談
員
、
ま
た
は
当
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
運
行
改
善
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

心
を
ひ
と
つ
に
！ 

支
援
活
動
の
総
合
窓
口
を
目
指
す �

�

「
や
ま
も
と
復
興
応
援
セ
ン
タ
ー
」

　
山
元
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、町
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
ア
ド
ラ
・
ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
11
月
1
日「
や
ま
も

と
復
興
応
援
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
や
ま
も
と
復
興
応
援
セ
ン
タ
ー
」に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

町
民
バ
ス
「
ぐ
る
り
ん
号
」

運行改善と利便性の向上に
努めてまいります

地域（在宅）

ボランティア班

やまもと復興応援センター

山元町応急仮設住宅等連絡会

山　元　町

生活支援班

仮設住宅

入居者アセスメント、環境整備、コミュニティ・
つながりづくり、要援護者支援などを行う支援団
体の調整および活動の実施

お気軽にお声がけください！
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先
月
8
日
㈰
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
、〝
大
人
の
仲

間
入
り
〟を
祝
う
平
成
23
年
度
成

人
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
新
成
人
は
平
成
3
年
4

月
2
日
か
ら
平
成
4
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
1
4
5
人
。
当
日
式

典
に
は
、
色
鮮
や
か
な
振
袖
や
羽

織
は
か
ま
、
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
凛り

り々

し
い
姿
の
新
成

人
1
2
8
人
が
集
い
、旧
友
と
の

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
会
場
内
は

歓
声
に
沸
き
、
記
念
写
真
を
撮
る

な
ど
お
互
い
に
旧
交
を
温
め
て
い

ま
し
た
。

　

式
で
は
、
齋
藤
町
長
が「
町
は

今
か
つ
て
な
い
困
難
な
状
況
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
を
育

ん
で
く
れ
た
こ
の
美
し
い
故
郷
の

復
興
に
向
け
、〝
チ
ー
ム
山
元
〟の

一
員
と
し
て
、
心
を
ひ
と
つ
に
大

い
に
町
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
大
震
災
に
よ
り

志
半
ば
で
亡
く
な
ら
れ
た
仲
間
の

た
め
に
も
、
悔
い
の
な
い
人
生
を

送
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
お
祝

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
新
成
人
を

激
励
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
、

鈴
木
司
さ
ん（
中
浜
区
）が「
私
た

ち
に
と
っ
て
の
一
番
の
課
題
は
、

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
・
被

害
か
ら
の
早
期
復
旧・復
興
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
若
者

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
パ
ワ
ー
を
結
集

し
、
時
代
を
切
り
開
い
て
い
か
な

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
新
成

人
一
人
ひ
と
り
が
夢
を
持
ち
、
こ

の
山
元
町
の
た
め
に
働
き
、
協
力

し
合
い
、
新
た
な
山
元
町
を
作
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
力
強
く
20
歳
の
決
意
を
語
り
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
15

人
で
構
成
す
る
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
が
昨
年
10
月
か
ら
10
回
に
わ
た

り
検
討
を
重
ね
企
画
し
た
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
小
中
学
校
時
代
や
大

震
災
に
よ
る
町
内
各
地
の
被
害
状

況
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
ほ
か
、

著
名
人
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
が

上
映
さ
れ
、
会
場
内
に
は
、
驚
き

の
声
と
と
も
に
心
温
ま
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
数
々
に
涙
ぐ
む
新
成
人

の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
会
場
後
方
に
小
中
学
校
時

代
の
恩
師
が
登
場
。
そ
の
姿
を
目

に
し
た
新
成
人
か
ら
は「
懐
か
し

い
」「
久
し
ぶ
り
」な
ど
の
大
歓
声

が
会
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
締
め
く
く

り
に
は
、
新
成
人
全
員
で
今
回
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
坂
本
九
さ
ん
の

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」を
大
合

唱
。
そ
れ
ぞ
れ
が
新
た
な
決
意
や

さ
ま
ざ
ま
な
期
待
を
胸
に
、
大
人

と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

白
井
寿
喜
さ
ん（
町
区
）

　
こ
の
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
家
族
そ
し
て
地
域

の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
精
い
っ

ぱ
い
生
き
て
、
今
度
は
支
え
ら
れ

る
側
か
ら
支
え
る
側
に
な
り
ま

す
。
私
た
ち
も
地
域
の
発
展
の
た

め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

桔
梗
夏
妃
さ
ん（
牛
橋
区
）

　

20
年
間
、
こ
こ
ま
で
私
た
ち
を

い
っ
ぱ
い
支
え
て
く
れ
た
家
族
、

地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
こ
の
町
に

心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
、成
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
、

そ
し
て
た
く
さ
ん
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
こ
こ
か
ら
一
歩
ず
つ
歩
ん
で

い
き
ま
す
。

成
人
式
を
終
え
て

　

成
人
式
実
行
委
員
会
の
委
員

長
・
副
委
員
長
に
、
実
行
委
員
を

務
め
た
感
想
と
20
歳
の
抱
負
を
伺

い
ま
し
た
。

■
実
行
委
員
長

　
鈴
木　
司
さ
ん（
中
浜
区
）

　

今
回
の
成
人
式
は
、
震
災
の
こ

と
も
あ
り
、こ
れ
ま
で
の
式
と
は

違
う
も
の
に
し
た
い
と
い
う
思
い

が
強
く
、
実
行
委
員
み
ん
な
で
何

度
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
思
い
出
深
く
と

て
も
よ
い
成
人
式
を
作
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
私
た
ち
も
、
大
人
の
仲

間
入
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
山
元
町

は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
と
思
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

故
郷
が
よ
り
良
い
町
に
な
る
よ

う
、
私
も
で
き
る
限
り
協
力
し
て

鈴木　　司（中浜区）	 嶋田　大毅（笠野区）
島田　菜美（中浜区）	 伊藤智恵子（笠野区）
阿部沙耶香（下郷区）	 藤原　崇永（久保間区）
菅野　駿太（合戦原区）	 小野　和也（高瀬区）
成毛　大輔（高瀬区）	 岩佐　麻衣（真庭区）
菅野　麻紀（山下区）	 岩佐　育美（花釜区）
渡邉　　慧（花釜区）	 高橋　幸子（花釜区）
小畑里衣奈（花釜区）	 　※敬称略

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
副
実
行
委
員
長

　
島
田　
菜
美
さ
ん（
中
浜
区
）

　
こ
の
た
び
の
震
災
で
、
変
わ
り

果
て
た
故
郷
を
目
に
す
る
の
が
辛

く
、
帰
る
こ
と
を
極
力
避
け
て
い

ま
し
た
が
、
町
の
た
め
に
私
に
で

き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考

え
、
成
人
式
実
行
委
員
に
申
し
出

ま
し
た
。
副
実
行
委
員
長
と
し
て

の
役
目
が
果
た
せ
た
か
は
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
町

の
た
め
に
少
し
は
力
に
な
れ
た
か

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
今
自
分
に
で
き

る
こ
と
を
一
つ
ひ
と
つ
成
し
遂
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

ど
ん
な
立
場
の
人
間
に
も
平
等
に

与
え
ら
れ
る
も
の
は
唯
一
、
時
間

で
す
。
そ
の
1
分
1
秒
を
大
切
に

し
、
1
歩
ず
つ
大
人
に
な
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成人式実行委員の皆さん

新
成
人
の
主
張

出席者全員で
町民憲章の朗唱と町民歌を合唱しました

新
た
な
決
意
と
さ
ま
ざ
ま
な
期
待
を
胸
に

�

大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」 

～
未
来
の
山
元
の
た
め
に
～

�
平
成
23
年
度  

成
人
式
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夢いちごの郷友の会が「地域食材発掘・販路拡大事業」に参加
　先月10日㈫から13日㈮までの4日間、県庁ロビーで行われた食材王国みやぎ「地域
食材発掘・販路拡大事業」に夢いちごの郷友の会（会長　菅野孝雄氏）が参加しました。
　昨年の震災の影響で今回の参加は危ぶまれましたが、「夢いちごの郷友の会」会員
の皆さんの努力により、町特産のリンゴ、生鮮野菜や加工品、そして、壊滅的な被害を
受けた山元町産イチゴも無事販売することができました。
　あいにく期間中は寒い日が続きましたが、客足は途絶えることがなく、商品の売れ行
きも盛況で、お客さんの中には昨年も訪れたという方や毎日来店する方も多数いました。

　毎年参加しているという販売に当たった友の会会員は、「震災の影響で出店を半ばあきらめていましたが、今回参加す
ることができてとてもうれしかったです。また、大勢の人たちに購入していただくとともに、励ましの言葉もいただき、
大変勇気づけられました。来年もぜひ参加し、町の美味しさを存分にPRしていきたいです」と嬉しそうに話していました。

元 外国語指導助手のアンディさんが来町
　平成21年8月から昨年7月まで、小中学校の外国語指導助手として活動いただいたモ
ルナー・アンドラスさん（愛称 :アンディ）が昨年12月に来町しました。帰国の際、本紙
で紹介できませんでしたので、今回、来町時にインタビューした内容をご紹介します。
　在任中、必ずといっていいほど町内イベントに参加し、短期間とは思えないほど町
に溶け込んでいたアンディさん。当時の思い出を伺うと、「いっぱいありすぎて何を
話せば…」と苦笑い。その行動力は震災時にも発揮され、津波により一変した町の姿
に居ても立ってもいられず、いち早く“アンドラス山元基金”を立ち上げて活動を開
始、7月末には町に募金を届けていただきました。
　最後に、町に向けたメッセージを伺うと、「頑張れば何とかなります。あきらめずに頑張ってください！」との励ましの
言葉とともに、「町が今後どのように復興していくかを楽しみに、1年後また来たいと思います」といつものアンディスマ
イルで話してくれました。
　なお、アンディさんは、今月から8月までの間、中国の大学で英語の指導にあたり、その後はアメリカに戻って大学院で
教育関係の勉強をするということです。
　アンディさん、お世話になりました。

合戦原地区仮設商工施設引き渡し式
　昨年12月23日、体育文化センター南側に整備された仮設商工施設内で、入居者
に対する施設引き渡し式が行われました。
　この仮設商工施設は、東日本大震災の復興支援事業の一環で中小企業基盤整備機
構と町が共同で整備したものです。同施設は、軽量鉄骨造1階建て延べ床面積約
341㎡で、金ちゃんラーメン、京工房、美容室 PURE、髪・切り・はうす・つじ、岩佐
海苔店、㈲橋元商店の6店舗が入居します。
　引き渡しに際し、齋藤町長は「この仮設商工施設は入居者の皆さんだけでなく、
町民にとっても待ちに待った施設です。特に隣接の仮設住宅にとっては、利便性の
向上と交流の場となるものですので、入居者の皆さんにはこの期待にお応えいただきますよう、もうひと踏ん張りをお願
いします」と述べ、入居者一人ひとりに鍵と引渡書を交付しました。引き渡しを受けた㈲橋元商店の橋元伸一さんは「生ま
れ育ったこの町で再スタートしたかった」と出店を決めた理由を語るとともに、「頑張るというよりも絶対に負けないとい
う気持ちです」と再起への意気込みを話していました。
　今後、各店舗は内装などを整え、順次オープンする予定です。なお、仮設商工施設は、同敷地内にもう1カ所完成したほ
か、真庭区内、浅生原区内に各1カ所建設中で、施設の完成・店舗準備が整い次第、順次オープンする予定となっています。

山
元
町
消
防
出
初
式

　
先
月
8
日
㈰
、
寒
風
吹
き
つ
け

る
厳
し
い
寒
さ
の
な
か
、
役
場
庁

舎
北
側
駐
車
場
を
会
場
に
消
防
出

初
式
が
挙
行
さ
れ
、
消
防
団
員

2
5
0
人
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員

1
0
0
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
齋
藤
町
長
が「
震
災

後
3
カ
月
間
に
わ
た
り
、
崇
高
な

消
防
精
神
の
も
と
、地
域
の
た
め
、

住
民
の
た
め
、
寝
食
を
忘
れ
て
、

災
害
応
急
対
策
に
従
事
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ん
の
ご
労
苦
と
、
自

衛
隊
・
警
察
・
消
防
と
と
も
に
、

わ
が
町
の
救
世
主
と
し
て
の
ご
活

躍
に
対
し
、
改
め
て
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
を
表
し
ま
す
」と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、「
震

災
復
興
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
、
防
災
力
ア
ッ
プ
の
具
体
化
を

推
進
す
る
な
ど
、
町
民
が
よ
り
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と

と
も
に
、
有
事
の
際
の
消
防
団
員

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
も
、
東
日

本
大
震
災
の
災
禍
を
検
証
し
な
が

ら
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
ま
い

り
ま
す
」と
式
辞
。

　

ま
た
、
伊
藤
消
防

団
長
は
訓
示
の
な
か

で
、「
震
災
に
お
い

て
、
自
ら
の
危
険
を

顧
み
ず
果
敢
に
消
防

団
活
動
に
身
を
投
じ

殉
職
し
た
10
人
の
仲

間
を
誇
り
と
し
な
が

ら
も
、
そ
の
死
を
深

く
反
省
し
、
津
波
襲

来
時
に
お
け
る
避
難

誘
導
や
避
難
広
報
活

動
の
あ
り
方
に
つ
い

て
も
検
証
を
行
い
、

今
回
の
よ
う
な
大
災

害
時
に
お
い
て
、
い

か
に
団
員
の
身
体
・

生
命
を
守
る
か
が
、

今
私
達
に
求
め
ら
れ
て
い
る
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
我
々
消
防

団
と
し
て
も
、
町
当
局
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
し
か
る
べ
き
体
制

の
構
築
と
装
備
の
充
実
・
強
化
を

図
っ
て
ま
い
り
た
い
」と
力
強
く

今
年
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
消
防
団
員
に
対
す

る
功
労
章
な
ど
の
各
種
表
彰
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
た
た
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
消
防
団

員
に
よ
る
本
番
さ
な
が
ら
の
実
地

放
水
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
に
よ

る
初
期
消
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
た

ほ
か
、
式
の
最
後
に
は
、
消
防
団

員
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
全
員
に

よ
る
威
風
堂
々
た
る
分
列
行
進
が

行
わ
れ
、
1
年
間
の
無
災
害
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。

山
元
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・

交
通
指
導
隊
合
同
出
初
式

　
先
月
6
日
㈮
、
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

交
通
指
導
隊
合
同
に
よ
る
出
初
式

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
に
先
立
ち
、齋
藤
町
長
は「
引

き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
と
行

政
が
一
体
と
な
り
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
、
全

力
を
挙
げ
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
昨
年
中
、
交
通
事
故
発
生
件
数

は
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、

高
齢
者
が
関
係
す
る
事
故
が
増
加

し
て
お
り
、
ま
た
犯
罪
認
知
件
数

は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
る
な
ど
厳
し

い
結
果
で
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
砂
金
隊
長
、
鈴
木
隊
長
が
と

も
に「
今
後
と
も
関
係
機
関
や
町

民
と
協
力
し
、
安
全
で
安
心
な
住

み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
、
さ
ら
な

る
職
務
精
励
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」と
訓
示
を
述
べ
、
無
事
故
で

犯
罪
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

一人ひとりに仮設店舗の鍵が
引き渡されました

買い物客で大賑わい！

昨年12月22日来町時に撮影
（教育長室にて）

威風堂々たる分列行進

よろしくお願いします！

ラッパ隊による吹奏

実地放水訓練 婦人防火クラブ員による
初期消火訓練

2年間、本当にありがとうございました

仮設店舗で再起を誓う

震災にも負けず元気な山元町をPR

町
の
安
全
確
保
へ
誓
い
新
た
に
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しょうゆフレンチ（4人分）
①ほうれん草は1cm 幅、キャベツは

太めのせん切り、人参はせん切りに
し、それぞれゆでておく。

②キュウリは半月切りにし、塩でも
み、水分を絞っておく。

③ちくわは半分の長さに切り、せん切
りにする。

④Ａを混ぜ合わせておき、①、②、③
を入れて和える。

　　エネルギー	 44kcal
　　タンパク質	 3.2g
　　塩分	 0.8g

ほうれん草� 100ｇ

キャベツ� 120ｇ

キュウリ� 60ｇ

人参� 30g

ちくわ� 60g

　　しょうゆ� 小さじ2

　　酢� 小さじ2

　　サラダ油� 小さじ1

　
町
で
は
、

多
く
人
と
交
流
を
持
ち
、
み
ん

な
で
支
え
あ
い
、
良
い
生
活
習

慣
を
継
続
す
る

こ
と
を
目
標
に
、
運
動
普
及
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

★
地
域
で
の
運
動
教
室
の

�

取
り
組
み
★

　
昨
年
の
大
震
災
前
ま
で
、
町
内

に
は
、
地
域
の
玄
米
ダ
ン
ベ
ル
体

操
や
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
教
室
な
ど
26
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
震
災
に
よ
り
活
動
休

止
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

避
難
所
生
活
や
仮
設
住
宅
で
の
生

活
で
運
動
不
足
の
方
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
活
動
し
て

い
た
方
々
が
声
を
か
け
あ
い
、
昨

年
6
月
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
を
再

開
し
、
現
在
で
は
14
の
グ
ル
ー
プ

が
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

★
仮
設
住
宅
集
会
所
に

�

お
け
る
運
動
教
室
★

　
昨
年
8
月
か
ら
筑
波
大
学
お
よ

び
東
北
福
祉
大
学
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
毎
週
1
回
、
6
カ
所
の

仮
設
住
宅
集
会
所
に
お
い
て
、
町

運
動
支
援
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
運
動
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
普
段
運
動
す
る
機
会
の
な
い

参
加
者
か
ら
は
、「
腰
が
痛
く
て

も
参
加
で
き
る
」「
週
1
回
、み
ん

な
と
会
え
て
楽
し
い
」な
ど
、
大

好
評
で
す
。

　
運
動
教
室
で
参
加
者
は
、
リ
ズ

ム
体
操
・
玄
米
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・

脳
ト
レ
・
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ

（
※
）を
行
い
、週
1
回
笑
い
あ
い

楽
し
み
な
が
ら
参
加
す
る
こ
と

で
、
体
力
づ
く
り
と
と
も
に
ス
ト

レ
ス
の
解
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

※
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
と
は
…

　
運
動
教
室
で
行
っ
て
い
る
ス
ク

エ
ア
ス
テ
ッ
プ
と
は
、
筑
波
大
学

で
開
発
さ
れ
た
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
の

方
が
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
実
践

で
き
る
運
動
で
す
。

　
正
方
形
の
マ
ス
目
で
区
切
っ
た

マ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
前
進
・
後

退
・
左
右
・
斜
め
方
向
で
ス
テ
ッ

プ
し
ま
す
。
ス
テ
ッ
プ
は
約

2
0
0
パ
タ
ー
ン
あ
り
、
ス
テ
ッ

プ
の
順
番
を
覚
え
な
が
ら
マ
ス
目

の
中
に
足
を
置
き
考
え
な
が
ら
歩

く
こ
と
で
、
記
憶
力
・
集
中
力
・

注
意
力
が
鍛
え
ら
れ
、
身
体
機
能

向
上
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
年
度
以
降
こ
の
ス

テ
ッ
プ
を
メ
タ
ボ
予
防
対
策
と
し

て
も
取
り
入
れ
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
も
、
華
麗
な
ス
テ
ッ
プ

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
…
？

Ａ

⎧
⎨
⎩

日本脳炎予防接種のお知らせ
　平成23年度から日本脳炎定期予防接種の一部が変更になり、平成17 ～ 21年度の間に定期予防接種の機会を
逃した方への接種時期が緩和され、平成7年6月1日～平成19年4月1日生まれの方は、20歳未満の間、日本脳
炎の定期予防接種が受けられるようになりました。
　しかし、ワクチンの必要量の確保が困難なことなどから、平成23年度は国の方針に従い、次の方を対象に積極
的な接種勧奨を行っています。
　なお、接種を希望される方は、保健福祉課 健康づくり班までお問い合わせください。
■対象者および接種回数

対象年齢 接　種　回　数
3歳児 1期【初回】：2回　※6～ 28日までの間隔で実施
4歳児 1期【追加】：1回　※初回接種から約1年後（11～ 13カ月後）に実施
小学校3年生 1期【不足分】を接種

※すでに1期（3回）を受けた方は接種の必要はありません小学校4年生
※�5歳から8歳になるお子さんに対しては、ワクチンの供給量を踏まえつつ、平成24年度以降、年齢の高い方か
ら順に積極的な勧奨を行う予定です。その他のお子さんの接種時期については、保健福祉課健康づくり班まで
お問い合わせください。

■接種費用　無料
■持ち物　　母子健康手帳、健康保険証
■予防接種の受け方
　母子健康手帳で残りの接種回数を確認のうえ、接種を希望する方は保健福祉課にお越しください。予診票を受
け取り、下記の実施医療機関に直接申し込んでください。
■実施医療機関
≪山元町内≫

医療機関名 連絡先 医療機関名 連絡先
平田外科医院 37-4055 松村クリニック 38-0005

≪亘理町内≫
医療機関名 連絡先 医療機関名 連絡先

板橋胃腸科肛門科 34-8911 氏家医院 34-1320
大友医院 34-1335 大友医院ヒロミ小児科 34-3204
三上医院 34-3711 やべ内科クリニック 34-3003
山形外科医院 34-3171

■狂犬病予防注射について（年1回の注射が義務づけられています。忘れず受けましょう！）
○集団注射で受ける場合
　登録している飼主の皆さんには、4月上旬に日程等を記載したハガキをお送りします。
　※東日本大震災の影響により、今年度は10月に実施しましたが、来年度は4月下旬に実施する予定です。
○動物病院で受ける場合
　集団注射で受けることができない飼主は、動物病院で受けてください。
■次の場合は必ず届出が必要です ！！
○生後91日以上の犬を飼う場合（飼主には登録が義務づけられています）
　※新たに犬を飼う場合のみ、登録料3,000円をご準備ください。
○飼主や住所が変更した場合
○飼犬が死亡した場合
○届出場所
　保健福祉課または坂元支所 問	保健福祉課　健康づくり班

☎37-1113（内線149）

運
動
普
及
活
動
の
取
り
組
み

【注意】
死亡届の手続きを行わないと、
犬を飼っていないのに、狂犬病
予防注射のハガキが届きますの
で必ず届出してください。
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問 上下水道事業所　庶務班　☎37-1120（内線253）

　先月12日の低温により、仮設住宅や一般家庭などで水道管の凍結や凍結による漏水が多数発生しま
した。水抜き等の方法については、12月号でお知らせしましたが、今回、改めて紹介しますので、是非
ご活用ください。

1．水道の凍結を防止します
　気温がマイナス4℃以下になった時や1日中気温がマイナスの日が続くような場合は、水道管を防寒
材で保護しても水道が凍結しやすくなります。そこで水道の凍結防止として、手軽で効果的なものは水
抜きです。冬場はこまめに水抜きをし、凍結防止に心がけましょう。
　また、メーターボックス内を保温し、凍結を防止することもできますので参考にしてください。

水抜きの手順

メーターの凍結防止手順

2．凍結した場合の処置
　水道が凍結すると、水道管が破損する恐れがあります。速やかに対処しましょう。
宅内蛇口の凍結解除手順

メーターの凍結解除手順

3．凍結等が解消できない場合は
　上記の方法でも、凍結が解除できない場合や水道管破裂が発生した場合は、お客様から直接、町指定
店（山元町指定給水装置工事事業者）へ修理を依頼してください。（ご不明な場合は上下水道事業所まで
お問い合わせください。）
　なお、無許可の業者に工事を依頼したことにより、思わぬトラブルが発生したケースがありますので、
修理等は必ず町指定店へ依頼してください。
　（上下水道事業所では水抜き作業や凍結解除、水道管破裂等の修理を行っていません。）

　水道メーターは皆様がご使用になった水道使用量を正しく計測し、水道料
金等を決定するための重要な役割をもった大切なものとなります。

○水道検針にご協力ください。
・�メーターの上に物を置いたり、灯油タンクの陰、物置・車庫などの中になら

ないようにご協力ください。
・�犬は出入口やメーターから離してつないでくだ

さい。
・�ほとんどのメーターは量水器ボックスの中（土

中）に設置されているため、土砂等がかかってい
たり、メーターの数字が泥等で汚れていないか、
ときどきフタを開けて確認していただき、正確
な検針ができるようご協力をお願いします。

保温材の作り方
　保温材は、発泡スチロール等を細かく砕きビニール袋の中に入れて作ります。
　発砲スチロールの保温材は、布や雑巾等の保温材に比べて、濡れても凍結しにくいという利点があり
ます。

水抜栓操作の注意
　水抜き時、ハンドルの開閉が不完全だと水抜きの効果が出ませんので、必ず、止まるまで開閉をお
願いします。また、水抜栓の動作を事前に確認しておきましょう。

上下水道事業所からのお知らせ

寒さは水道の天敵　こまめに水抜きしましょう

水道メーターを大切にしましょう

①�水抜栓のハンドルを時計回
りに回し、完全に閉めます。

①保温材を準備します。

①�メーターボックスを開き
ます。

量水器ボックスの
フタを開けて指針を確認

整備された
量水器ボックスの周辺

①蛇口を開きます

②�宅内全ての蛇口を開けて
ください。

②�メーターボックスを開け
ます。

②�メーター両脇の管にタオル
や雑巾等を巻き付けます。

②�蛇口根元にタオルや雑巾
等を巻き付けます。

③�水を抜いたら、蛇口を閉
めてください。

③�メーター両脇の管に保温
材をのせます。

③�巻きつけた部分にぬるま
湯をかけてください。

③�巻き付けた部分にぬるま
湯をかけてください。

④�水を使用する際は、全て
の蛇口が閉まっているこ
とを確認し、反時計回り
に止まるまで回します。

常にやかんに水を
確保しておこう！

ご注意
ください

　故障の原因になりま
すので、熱湯はかけな
いでください。
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支 援 物 資 　4月1日から12月31日、敬称略・50音順

※上記は、町が受付した名簿に基づき掲載しています。
※記載漏れやお名前に間違いがありましたら、ご容赦くださいますようお願い申し上げます。

ふ
る
さ
と
伝
承
館「
思
い
出

の
品
」展
示
を
終
了
し
ま
す

　
こ
れ
ま
で
、
ふ
る
さ
と
伝
承
館

に
お
い
て
、
被
災
地
か
ら
回
収
さ

れ
た
位
牌
や
賞
状
な
ど
の「
思
い

出
の
品
」の
展
示
・
引
き
渡
し
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
来
館
者
数

と
返
却
数
が
減
少
し
て
き
た
こ
と

か
ら
、3
月
20
日
㈫
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
。

　

な
お
、
写
真
・
ア
ル
バ
ム
の
展

示
に
つ
い
て
も
、現
在
の
展
示
は

3
月
20
日
を
も
っ
て
一
旦
終
了

し
、
4
月
3
日
か
ら
規
模
を
縮
小

し
て
、展
示
を
再
開
し
ま
す
。

　

思
い
出
の
品
を
お
探
し
の
方

は
、
お
早
め
に
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
開
館
時
間　
9
時
～
15
時

◇
休
館
日

　
毎
週
月
曜
日
・
土
曜
日

※�

3
月
21
日
㈬
～
4
月
2
日
㈪
ま

で
は
、
展
示
物
品
整
理
の
た
め

休
館
し
ま
す
。

◇
そ
の
他　
身
分
証
明
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※�

電
話
で
の
拾
得
物
の
照
会
は
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。

被
災
写
真
を
探
し
や
す
い

仕
組
み
が
あ
り
ま
す
！

　
ふ
る
さ
と
伝
承
館
で
は
、
膨
大

な
写
真
か
ら
ご
自
身
の
写
真
を
見

つ
け
出
す
た
め
、「
キ
ー
ワ
ー
ド

検
索
」「
顔
画
像
認
識
シ
ス
テ
ム
」

「
カ
タ
ロ
グ
検
索
」の
3
つ
の
仕
組

み
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
は
、
1
日

も
早
く
、
1
枚
で
も
多
く
、
持
ち

主
の
元
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
と

の
思
い
か
ら
、
日
本
社
会
情
報
学

会
災
害
情
報
支
援
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
が
作
成
し
た
も
の
で
す
。

　

ふ
る
さ
と
伝
承
館
に
は
、
今
も

な
お
、ア
ル
バ
ム
約
6
、0
0
0
冊
、

バ
ラ
写
真
約
11
万
枚
が
返
却
さ
れ

ず
に
残
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、ぜ

ひ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
、思
い
出
の

写
真
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

卒
業
ア
ル
バ
ム
印
刷
サ
ー
ビ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　
町
で
は
、
被
災
し
て
卒
業
ア
ル

バ
ム
を
失
く
し
て
し
ま
っ
た
方
々

の
た
め
に
、
町
内
各
小
中
学
校
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
印
刷
し
て
お
渡

し
し
て
い
ま
す
。

　
当
サ
ー
ビ
ス
は
、
開
始
し
た
先

月
か
ら
、
希
望
者
が
毎
日
の
よ
う

に
多
数
訪
れ
、
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
お
早
め
に
ふ

る
さ
と
伝
承
館
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※�

印
刷
は
、
普
通
紙
へ
の
レ
ー

ザ
ー
プ
リ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

※�

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
お
渡
し
は

出
来
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

※�

卒
業
年
度
に
よ
っ
て
は
印
刷

デ
ー
タ
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
思
い
出
回
収

事
業
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問い合わせ　思い出回収事業担当（役場総務課内）
　　　　　　☎37-1111（内線470）

　これまで、全国各地並びに町民の皆さんから救援物資や義援金・寄附金など、たくさんのご支援をいただき、
心より感謝申し上げます。
　先月号に引き続き、ご支援いただいた皆さんをご紹介します。

【個人】青柳博人、秋藤健二、秋元栄子、磯部雅子、阿部実、阿部徳男、有田康一、池村英士、一之瀬真太、伊藤智子、岩
本理恵、遠藤和江、及川窕子、太田博道、大友秀也、大槻雅子、大野眞由美、大沼秀樹、大湾忍、小笠原由一、小川一郎、
小野綾子、小野直子、小野口聡、小野健二、小野伸之、籠田様、柏野大介、加藤正一郎、加藤正春、加藤修一、加藤由美、
可二俊子、可二香織、金塚了子、亀谷保夫、川村諭貴子、菅野文男、菅野梢、菅原裕子、菊地忠信、菊地忠顕、菊地ゆか、
木城和雄、桐部祐介、清橋宏子、桑島チエ子、小泉美穂、小泉美鈴、小泉美保子、小島誠、小松修、今野裕明、今野恭子、
齋藤花凪、斎藤裕子、斎藤晶子、齋藤博臣、佐藤咲子、佐藤郁夫、佐藤ヒロ子、佐藤久美子、佐藤久男、佐藤和吉、佐
藤徳美、佐藤正勝、佐野浩一、澤渡好子、渋谷富子、志村良子、進藤紀子、信楽秀道、杉谷哲也、鈴木広康、鈴木正義、
鈴木正義、鈴木広康、関口勇、千石一夫、高木勝浩、武井隆介、立川健介、館山文雄、田畑健、田辺朋子、田巻信夫、
田村幸子、寺島英毅、當山武志、鴇田つる、冨賀見勝彦、永田歩、中村由美子、長嶋国広、永沼真由美、成田佳代、西
山順子、仁川圭吾、春藤恭子、早坂眞紀、平井春美、細川健也、増田浩二、町田聖二郎、水上みつ子、丸尾泰一郎、丸
子徳子、三浦鳳子、村上博幸、森雅一郎、半上野広志、皆川孝、水戸輝昭、服部有功、早坂あつし、平山孝信、細川健也、
山谷奈保子、平間文子、町田宏史、矢吹真理子、山崎幸子、谷野安喜夫、山元早苗、横尾雅子、横山泰明、淀川和子、
吉野久子、渡辺貞義、渡辺松子、渡邉義文、渡邊静子、渡邉育美

【企業・団体等】青木あすなろ建設㈱、昱機電㈱、天野商店、伊藤ハム㈱小矢部工場、岩沼西小学校 PTA、宇都宮南ロー
タリークラブ、NPO 法人仙台夜まわりグループ、NPO 法人日本ドッグボランティア教会、NPO 法人ほっとけな
い、NTT、オーシャンサイドクルージングアソシエーション、大河原町商工会青年部、大田原国際交流協会、学陽
書房、㈱アイテックジャパン、㈱アマララ、㈱アイエス、イーロジックス、伊藤青果店、㈱岩商、㈱エルム・パーム薬
局、㈱梶原乳販、㈱千代田シェアルティ A ＆ S、㈱小倉屋柳本、㈱川西水道、㈱銀しゃり本舗、㈱コモ、㈱郷野エコ
ロジーグループ、㈱サカイ引越センター、㈱櫻井防災、㈱五月工建、㈱シダックス、㈱ツイギー、㈱ツクイ角田、㈱
ナガハシ、㈱ノーヴェ、㈱八海山、㈱北高乳販、㈱ともクリエーションズ、㈱ハートウェル仙台店、㈱フレスコキク
チ亘理店、㈱ベストライフ、㈱松浦組、㈱宮城ニコンプレシジョン、㈱ヨークベニマル岩沼西店、㈱ライフマジック、
金津中学校卒業生、唐木田製粉、杵田商運、共和化工㈱、共和コンクリート工業㈱、久遠教会、寿丸合名会社、こば
やし美容室、㈶仙台 YMCA、坂根 M クリニック、佐倉被災地支援の会、蔵王七日原エッグ中松養鶏場、白石クリー
ニング、白石九条の会、白石クリーニング、自民党宮城県連、JA グループ鳥取、JAXA 角田宇宙センター、JR 貨物
東北支社、JR 貨物労働組合、シュープラザ仙台港、浄土真宗本願寺派仙台別院ボランティアセンター、昭和電線ホー
ルディングス㈱、昭和電線ケーブルシステム㈱仙台事業所、Sports1角田、住友生命、住友重機エンバイロメント㈱、
生活協同組合あいコープみやぎ、仙台愛の教会、仙台工業団地、仙台南法人会、仙台イスラム文化センター、全国学
習塾協会、全国納豆組合、セントラル大河原店、太陽生命㈱、WWF ジャパン、地球の楽好、チーム多摩復興隊、中
越 A ブロック商工会青年部、長泉町、対島商店、テラル㈱、TOLS、天理教河原町大教会、東京都日の出町社会福祉
協議会、トボガン㈱、巴山建設㈱、トータルシステム㈱、東洋ゴム工業仙台工場、名古屋市セントラルクリニック、
奈良佐保短期大学、日本国際飢餓対策機構、日本共産党宮城県議員会、日本航空高校、日本産業カウンセラー協会東
北支部、バードランド、橋本清仁事務所、東日本大震災復興プロジェクト絆、ファッションビレッヂゆたか、ベガル
タ仙台、丸美屋食品㈱、みやぎ生協、みちのくフードサービス、宮城県トラック協会、宮城県薬剤師会、森永乳業、
みやぎ県南医療生協、みやぎ生協大河原店、宮城県森林インストラクター教会、宮城県倉庫教会、薮塚ボランティア
連合会、ヤマサしょうゆ、山元町商工青申会、㈲オグマ建設、㈲ユニバーサルブラザーフット横浜、吉川運輸、らぶ
ちばネットワーク、リヴァックス㈱、レジャーハウスミヤザキ、亘理山元商工会

【自治体等】愛知県、愛知県名古屋市、岐阜県羽鳥市、静岡県伊東市、静岡県熱海市、世田谷区立船橋児童館・深沢児童館、
東北大学、兵庫県神戸市、宮城県神社庁、宮城大学
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全国各地から、たくさんのご支援、
� 本当にありがとうございます！

卒業アルバムの印刷も大好評！

記念写真などの大型写真も
展示しています

伝承館北側プレハブに
展示しています
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職　　種 緊急
雇用

募集
人数 任用期間 応募資格等

（18歳以上が必須） 主な勤務地 賃　金 勤務時間 受付・問合課

文化財発掘調査指
揮監督の補助業務 3人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

考古学、歴史学を大学で
専攻して卒業し、発掘調
査経験を有する方

生涯学習課
（発掘現場） 日額9,500円 月～金（週5日）

7時間45分

生涯学習課
☎37-5116
（内線422）

文化財発掘調査員
の労務管理等事務
補助業務

2人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方 生涯学習課 日額5,400円 月～金（週5日）
7時間45分

文化財調査作業員 40人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

町内に住所を有する方、
または発掘調査の経験を
有する方

生涯学習課
（発掘現場） 時給828円 発掘期間中の月～

金、7時間

生涯学習施設等
環境整備業務 ● 4人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

草刈等環境整備作業がで
きる方
（要普通自動車免許）

生涯学習施設等 日額7,800円 月～金（週5日）
7時間45分

一般事務
補助員 1人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方
で、現場作業が可能な方
（要普通自動車免許）

上下水道事業所 日額5,400円 月～金（週5日）
7時間45分

上下水道事
業所
☎37-1120
（内線251）

2 応募資格等
　緊急雇用欄に「●」の表示のある職種については、国の緊急雇用創出事業であるため、上記の応募資格に加え、次の要件
を満たしている方が応募できます。
　⑴　震災時、宮城県内に居住していた方で、震災により被災した方、および震災後に失業した方
　⑵　震災時、宮城県内に勤務していた方で、震災により事務所が被災し、失業または求職中の方

3 勤務条件等
　⑴　任用期間：�任用期間欄に（更新有）の表示がある職種については、最長で平成25年3月31日まで延長可能です。
　⑵　勤務日数：基本的に週5日勤務ですが、職種や業務内容により変動があります。
　⑶　各種保険：勤務条件等により、社会保険、雇用保険、労災保険に加入となります。

4 申込方法・受付期間等
　⑴　申込方法：�希望する方は、市販の履歴書（緊急雇用欄に●印のある職種については、自宅全半壊等・震災により失

業等、被災状況を記載すること）を役場各受付課まで提出してください。なお、申し込む職種はいずれ
か1つでお願いします。（複数の職種に申し込むことはできません）

　⑵　受付期間：2月1日㈬～ 3月8日㈭　8時30分～ 17時（土・日・祝日除く）　※郵送の場合は、3月8日到着分まで有効
　⑶　選考方法：書類審査および面接【3月中旬予定】により選考します。（詳細は申し込み時）

1 募集職種等
職　　種 緊急

雇用
募集
人数 任用期間 応募資格等

（18歳以上が必須） 主な勤務地 賃　金 勤務時間 受付・問合課

震災対応等
臨時職員 ● 20人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方
（要普通自動車免許） 役場各課等 日額5,400円 月～金（週5日）

7時間45分 総務課
☎37-1111
（内線213）町の思い出

回収事業 ● 4人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方
（要普通自動車免許） 総務課 日額5,400円

土日祝日含む
週4～ 5日
7時間45分

一般事務補助員 1人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方 企画財政課 日額5,400円 月～金（週5日）
7時間45分 企画財政課

☎37-1118
（内線226）公共施設

清掃等業務 4人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

清掃業務が可能な方 山元町役場・
公共施設 時給740円

月～金
週3～ 4日4時間
13：00～ 17：00

保育士 6人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

保育士資格を有する方 町内保育所 日額7,000円
月～土のうち5日間、
7時間45分（早番・
遅番有） 保健福祉課

☎37-1113
（内線141）調理員（補助） 1人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

町内に住所を有し、実務
経験のある方 町内保育所 時給730円 月～金（週5日）

4時間（午前のみ）

児童クラブ指導員 6人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

町内に住所を有し実務経
験のある方、または保育
士・教員・児童厚生員のい
ずれかの資格を有する方

町内2小学校
時給910円
（資格有）
時給800円
（資格無）

月～金（週5日、第2
土勤務有）5時間（夏
休み期間等は7時間
45分）

保健福祉課
☎37-1113
（内線145）

各種健診などの
保健事業の
補助業務

1人 平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

保健師・助産師の資格を
有する方
パソコンが使用できる方 保健センター

日額7,500円
時給970円 月～金（月2～ 7日）

8：30 ～ 17：15の
間、事業内容で調整

保健福祉課
☎37-1113
（内線149）1人

看護師・准看護師の資格
を有する方
パソコンが使用できる方

日額6,600円
時給860円

一般事務補助員 1人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方 保健福祉課 日額5,400円 月～金（週5日）
7時間45分

保健福祉課
☎37-1113
（内線131）

介護支援専門員 1人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

介護支援専門員の資格を
有する方

地域包括
支援センター 日額7,500円 月～日のうち5日間、

7時間45分 地域包括支
援センター
☎37-3901
（内線135）訪問看護師 3人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

看護師・准看護師の資格
を有する方

地域サポート
センター 日額7,400円 月～日のうち5日間、

7時間45分

栄養士
1人 平24.4.1 ～

平24.5.31
栄養士の資格を有する方 町内小中学校 日額7,000円 月～金（週5日）

7時間45分

学務課
☎37-5115
（内線322）

1人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

特別支援教育
支援員 5人

平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

児童生徒の日常生活や学
習活動のサポート業務が
可能な方

町内小中学校 時給700円 月～金（週5日）
7時間

給食従事員 2人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

調理師の資格を有する方 町内小中学校 日額5,600円 月～金（週5日）
7時間45分

学校図書司書補 4人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方 町内小中学校 時給700円 月～金（週5日）
5～ 7時間

放射線量の測定
および被災校舎の
巡回管理

● 2人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

普通自動車免許を有する
方 学務課 日額5,400円 月～金（週5日）

7時間45分

学校施設環境整備 ● 6人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

草刈機を使用して学校施
設内の刈払い作業等が可
能な方

町内小中学校 日額7,800円 月～金（週5日）
7時間45分

施設の開錠、施錠
及び事務補助業務

4人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方 中央公民館・
勤労青少年ホーム

日額5,400円
夜間
時給740円

土・日・祝日含む
週2～ 3日
日中8：30～ 17：15
夜間17：15～ 21：30

生涯学習課
☎37-5116
（内線422）

4人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

パソコンが使用できる方 歴史民俗資料館 日額5,400円
土・日・祝日含む
週2～ 3日
日中8：30～ 17：15

2人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

軽作業、事務補助が可能
な方

深山山麓
少年の森 日額5,400円

土・日・祝日含む
週2～ 3日
日中8：30～ 17：15

2人
平24.4.1 ～
平24.9.30
（更新有）

野外作業ができる方 深山山麓
少年の森 日額6,300円

土日祝日含む
週2～ 3日
8：30～ 17：15

平成24年度 臨時職員募集のお知らせ

1.	 業務内容	 東日本大震災に伴う復旧・復興に関する行政事務
2.	 募集人数	 ⑴土木職　7人程度　　　⑵建築職　3人程度　　　⑶保健師　1人
3.	 任用期間	 平成24年4月1日から平成27年3月31日（※最長5年の範囲で更新することがあります）
4.	 給　　与	 ⑴給料　月額213,400円
		  ⑵手当　�期末勤勉手当、扶養手当、通勤手当、住居手当、時間外勤務手当、退職手当等がそれぞれの支

給要件にしたがって支給されます。
5.	 応募資格	 ⑴土木職・建築職
		  　昭和57年4月1日までに生まれた方で、次のいずれにも該当する方（①、②の両方に該当する方）
		  　①�学校教育法による大学（大学院・短大を含む）、高等学校、高等専門学校、専修学校において土木（建

築）に関する学科を専攻して卒業・修了した方（平成24年3月までに卒業・修了する見込みの方を
含む）【建築職・土木職】、かつ1級または2級建築士の資格を有する方【建築職】

		  　②�直近5年（平成19年1月1日～平成23年12月31日）中に3年以上、次のいずれかの職務経験を
有する方

		  　　ア．道路、河川、上下水道等の土木工事の設計・施工管理【土木職】
		  　　イ．市街地開発事業その他の都市計画に関する土木に係る計画業務【土木職】
		  　　ウ．�建築一式工事（鉄骨造、鉄筋コンクリート造または鉄骨鉄筋コンクリート造による建築物に

係るものに限る）の設計・施工管理【建築職】
		  　　エ．市街地開発事業その他の都市計画に関する建築に係る計画業務【建築職】
		  　　オ．建築物の確認・検査【建築職】
		  ⑵保健師
		  　次のいずれにも該当する方（①、②の両方に該当する方）
		  　①保健師の資格を有している方
		  　②平成23年12月31日までに3年以上の保健業務の職務経験を有する方
6.	 試験日時	 2月22日㈬　役場仮庁舎2階第4会議室（予定）
7.	 申込手続	 所定の申込用紙及び職務経歴書を記入のうえ、2月16日㈭まで総務課まで提出してください。
		  （詳細な申込案内および申し込み用紙は町ホームページからダウンロード可）

山元町職員（任期付）募集

問 総務課　総務班　☎37-1111（内線213）

町では、東日本大震災に伴う復旧・復興に関する業務に従事する職員を募集します。
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町からの情報は、4～10ページのトピックスにも
記載していますので、あわせてご覧ください。

問：問い合わせ先 申：申し込み先
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づ
き
農
用
地
利
用

計
画
を
策
定
し
、
農
業
の
た
め
に

保
全
し
守
る
区
域
を
農
振
農
用
地

区
域
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
農
振
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
土
地
は
、
農
業
以
外
の
目

的
に
は
利
用
で
き
な
い
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
や
む
を
得
ず
、
農
業

以
外
の
用
地
と
し
て
使
用
す
る
場

合
は
、
事
前
に
除
外
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
振
除
外
の
申
請
受
付
期
限

は
、
原
則
5
月
末
、
11
月
末
の
年

2
回
と
な
っ
て
お
り
、
受
付
か
ら

除
外
が
決
定
さ
れ
る
ま
で
は
、
約

半
年
程
度
の
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
申
請
の
際
は
事
前
に
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問	

産
業
振
興
課　
農
政
班

☎
37
―
1
1
1
9（
内
線
2
4
5
）

認
知
症
高
齢
者

�

家
族
交
流
会

　
誰
も
が
い
つ
か
は
迎
え
る「
老

い
」を
、
元
気
な
う
ち
に
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め

る
と
と
も
に
、
素
朴
な
疑
問
や
普

段
聞
き
に
く
い
こ
と
な
ど
、
老
後

の
生
活
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め

の
情
報
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
ど
う
ぞ
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
時　
2
月
22
日
㈬

時
間　
10
時
～
11
時
30
分

場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

　
①
講
話

　
　
「
家
族
と
自
分
の
老
い
支
度
」

　
　
講
師　
法
テ
ラ
ス
宮
城

�

山
崎　
千
彩
子
氏

　
②
座
談
会

参
加
料　
無
料

申
し
込
み　
参
加
希
望
者
は
2
月

17
日
㈮
ま
で
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問	

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

町
誌
の
販
売

　
町
政
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て

発
刊
し
た
山
元
町
誌「
第
三
巻
」を

1
冊
2
、0
0
0
円（
税
込
）で
販

売
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

販
売
場
所　
企
画
財
政
課
・
坂
元

支
所
・
中
央
公
民
館

※
二
巻
も
在
庫
が
あ
り
ま
す
。

問	

企
画
財
政
課　
企
画
班

☎
37
―
1
1
1
8（
内
線
2
2
1
）

運
転
免
許
証
の
日
曜
窓
口

日
時　
2
月
19
日
㈰

　
　
　
3
月
4
日
㈰

受
付　
8
時
30
分
～
9
時
30
分

　
　
　
13
時
～
14
時

問	

仙
南
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
免
許
係

☎
0
2
2
4
―
53
―
0
1
1
1

ハローワーク仙台による巡回相談
　ハローワーク仙台では、町内の仮設住宅集会所等に
おいて、次のとおり巡回相談を実施しています。
　求人情報の提供や職業紹介など、お仕事探しに関す
るさまざまなご相談をお受けしていますので、お気軽
にご利用ください。
■対象となる方
　�東日本大震災により被災し、町内の仮設住宅等にお

住まいの方
■巡回相談の内容
○�初めてハローワークを利用する方については、ハ

ローワークに登録（求職登録）することができます。
○�お仕事探しに関するさまざまなご相談をすることが

できます。
○�ハローワーク仙台が毎日発行している「求人ホット

ニュース」をはじめとした、新着の求人情報をお持
ちします。

○�応募したい求人が見つかった場合は、その場で求人
先に連絡し紹介します。

■巡回相談スケジュール
実 施 場 所 日　　程 時　間　帯

中央公民館 2月   8日㈬
2月15日㈬
2月22日㈬
2月29日㈬

10：30～ 12：00

旧坂元中学校跡地
仮設住宅集会所 13：00～ 14：30

浅生原内手
仮設住宅集会所

2月   9日㈭
2月16日㈭
2月23日㈭
3月   1日㈭

10：30～ 12：00

浅生原東田
仮設住宅集会所 13：00～ 14：30

坂元支所 2月10日㈮
2月17日㈮
2月24日㈮
3月   2日㈮

10：30～ 12：00

中山熊野堂
仮設住宅集会所 13：00～ 14：30

ナガワ仙台工場内
仮設住宅集会所

2月   6日㈪
2月13日㈪
2月20日㈪
2月27日㈪
3月   5日㈪

10：30～ 12：00

町民グラウンド
仮設住宅集会所 13：00～ 14：30

浅生原箱根
仮設住宅集会所

2月14日㈫
2月21日㈫
2月28日㈫
3月   6日㈫

10：30～ 12：00

高瀬西石山原
仮設住宅集会所 13：00～ 14：30

問	ハローワーク仙台　計画職業紹介部門
　☎022-299-8820

国民年金の追納制度をご存知ですか？
　国民年金には、経済的な理由等で保険料を納める
ことが困難な場合に、申請により保険料の全額また
は一部が免除される「申請免除制度」、障害基礎年金
を受けている方などが該当する「法定免除制度」が
あります。
　また、若年層（20歳代）の方を対象として、保険料
の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」や学生
を対象とした「学生納付特例制度」もあります。
　これらの保険料免除や納付猶予などを受けた期間
は、年金を受け取るために必要な受給資格期間には
算入されますが、受け取る年金額は保険料を全額納
付した場合より少なくなります。
　このため、これらの期間は10年以内（例えば、平
成23年2月分は平成33年2月末まで）であれば、あ
とから保険料を納付すること（追納）ができるよう
になっており、将来、受け取る年金額を増額したい
方は追納することをお勧めします。
　なお、保険料の免除や納付猶予などの承認を受け
た年度から起算して、3年度目以降に保険料を追納
する場合は、当時の保険料額に経過期間に応じた加
算額が上乗せされます。
　追納にあたっては、先に経過した月分の保険料か
ら順次納付する必要がありますので、免除等期間の
記録、保険料額および納付方法を確認する際は、年
金事務所へお問い合わせください。
　詳しくは、お近くの年金事務所または町民生活課
および坂元支所へお問い合わせください。
問	仙台南年金事務所　☎022-246-5117
	 町民生活課　　　　☎37-1112（内線125）
	 坂元支所　　　　　☎38-0301

歯
と
お
口
の

�

健
康
セ
ミ
ナ
ー

日
時　
2
月
15
日
㈬

　
　
　
14
時
～
15
時
30
分

場
所

　
東
田
仮
設
住
宅　
東
集
会
所

内
容　
歯
科
医
師
に
よ
る
お
口
の

話
、
歯
磨
き
の
仕
方
、
お
口
の

健
康
相
談

問	

保
健
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
班

☎
37
―
1
1
1
3（
内
線
1
4
2
）

アナログ放送終了まで、�
� あと2カ月を切りました！
　アナログ放送は、3月31日正午から「お知らせ
画面」に移行し、24時までにはすべての放送が終
了します。それまでの間に、地上デジタル放送を
視聴するための準備をしないと4月1日以降テレ
ビを見ることができなくなります。
　「何をすればよいか分からない」という方や「テ
レビを買ったのにデジタル放送を受信できない」
という方には、デジサポ（総務省テレビ受信者支
援センター）がお手伝いします。
　また、経済的な理由等で地上デジタル放送に対
応できない世帯（市町村民税非課税の世帯など）
に対しては、簡易チューナーの無償給付などの支
援があります。
　なお、デジサポ宮城では「臨時相談コーナー」を
開催しています。
■日時・場所

開　催　月　日 時　間 開催場所
2月16日・23日

9：30～
16：00

中央公民館
ロビー

3月1日・8日・15日・22日・
29日
4月5日・12日・19日・26日
※毎週木曜日
　詳しくは下記までお問い合わせください。
■一般的なお問い合わせ先
　○デジサポ　http://digisuppo.jp/
　○デジサポ宮城　☎022-745-1500
　・受付時間
　　平日9時～ 21時、土・日・祝日9時～ 18時
　　※�地デジに関する一般的なご相談について

は、総務省地デジコールセンターでもお受
けします。

　　　☎0570-07-0101（ナビダイヤル）
　・受付時間
　　平日9時～ 21時、土・日・祝日9時～ 18時
　　※ �IP 電話等、ナビダイヤルがつながらない方

は、☎03-4334-1111へおかけください。
■チューナー支援に関するお問い合わせ先
　○総務省　地デジチューナー支援実施センター
　　http://www.chidejishien.jp/
　○ NHK 放送受信料全額免除世帯への支援
　　☎0570-033840 ／ FAX03-5304-2011
　○市町村民税非課税世帯への支援
　　☎0570-023724 ／ FAX03-5304-2011

地デジいろは塾◯20年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ
年金事務所からの
　　　　お知らせ



広報やまもと2月号 No.387（26）広報やまもと2月号 No.387（27）

今月は固定資産税（第4期）、国民健康保険税（第8期）の納入期限です。
忘れずに納期限（2月29日）まで納付しましょう！

　震災に関する税法上の特例措置が�
� 追加されています　
　東日本大震災の被災者等の負担軽減および復興に向け
た取り組みの推進を図るため、主に次のような国税の特
例措置が追加されています。
　特例措置を受けるための要件や詳しい内容、その他の
特例措置については、国税庁ホームページ（www.nta.
go.jp）をご覧いただくか、下記にお問い合わせください。
1　住宅借入金等特別控除の特例
　�　震災により住宅に居住することができなくなった方

が、平成25年までの間に住宅ローンにより新たな住
宅の取得や増改築を行い、住宅借入金等特別控除の適
用を受ける場合の控除率が1.2％（通常1.0％）とされ
ました。

　�　震災により居住することができなくなった住宅につ
いて住宅借入金等特別控除を受けていた方が、新たな
住宅の取得や増改築を行い住宅借入金等特別控除を受
ける場合は、居住できなくなった住宅と新たに取得し
た住宅等に係る住宅借入金等特別控除を重複して受け
られることとなりました。

2　雑損控除の災害関連支出の特例
　�　雑損控除の対象となる災害関連支出の支出対象期間

が災害がやんだ日から3年以内（通常1年以内）となり
ました。

　【注】�災害関連支出とは、①住宅や家財などの原状回復
のための支出（資産の損失部分を除きます）　②
土砂などの障害物を除去するための支出や住宅、
家財などの損壊防止のための支出です。

3　雑損失の繰越控除の特例
　�　雑損控除を受ける年分の確定申告書をその年分の確

定申告期限後に提出した場合でも、その年分の所得金
額から控除しきれなかった雑損控除額を翌年以後の年
分へ繰り越すことができることとなりました。

4　住宅取得等資金の贈与税の非課税の特例
　�　震災により滅失、通常の修繕では原状回復が困難な

損壊をした住宅に居住していた方が、平成23年3月
11日から平成25年12月31日までの期間に父母や祖
父母などの直系尊属から住宅取得や増改築等をするた
めの資金の贈与を受けた場合は、1千万円までの金額
が非課税となりました。

問	仙台南税務署　☎022-306-8001

平成22年分の確定申告で�
� 震災に係る雑損控除をされた方へ
　今回の震災に伴う雑損控除を平成22
年分の所得税確定申告で控除された方

（特例を受けた方）は、町民税・県民税で
も雑損控除が適用されます。この雑損控
除は、平成23年度か平成24年度どちら
の年度で受けるかを選択することができ
ますので、必要に応じて申告書を提出い
ただきますようお知らせします。
　地方税法の規定により、個人住民税に
ついて特段の申告がなければ、所得税の
確定申告書の提出をもって、個人住民税
の申告書が提出されたものとみなすこと
になっています。
　なお、今回の申告書の提出がない場合
には、平成23年度分の個人住民税に雑
損控除を適用することになりますのでご
留意ください。
■平成24年度適用を希望される場合に

提出いただく書類
　・�平成23年度　町民税・県民税雑損

控除申告書
　　※�申告書は税務納税課に備え付けの

申告書、または町ホームページよ
りダウンロードし、必要事項を記
載のうえ、提出願います。

■添付書類
　「被災した住宅、家財等の損失額の計

算書」（写）、または「雑損失の金額の
計算書」（写）

■提出期日　3月15日㈭
■提出先　税務納税課（郵送可）
問	税務納税課　☎37-1114

　先月号に引き続きお知らせします。平成23年分（平成23年1月1日～ 12月31日）の所得申告が
始まります。町では下記の日程で申告相談を行いますので、お気軽にご相談ください。

【受付時間】9時～ 11時30分 指定地区のみ ／ 13時～ 15時30分 全地区対象
午前の時間帯は、指定している地区の方のみ受付します。指定日に都合の悪い方は午後の時間帯にご来場ください。
仮設住宅に入居、または一時的に避難されている方で住民票を異動していない方は震災前の行政区で申告してください。
住民票を異動されている方は、平成24年1月1日に住民票を置いている市町村で申告してください。

■申告会場：中央公民館大ホール（2階）
月 日 曜日 地　区

2月

26 日 事前予約の方のみ受付
27 月 牛橋

震災被害に
よる雑損控
除を受けら
れる方（午
前も申告可
能）

28 火 笠野・新浜
29 水 山下

3月

1 木
花釜
※�名字が「あ行～た行」で
始まる世帯の方

2 金
花釜
※�名字が「な行～わ行」で
始まる世帯の方

5 月 小平・合戦原・療養所
6 火 浅生原
7 水 高瀬
8 木 山寺
9 金 横山
12 月 八手庭・鷲足
13 火 大平
14 水 全地区
15 木 全地区

■申告会場：坂元支所会議室（3階）
月 日 曜日 地　区

2月

16 木 真庭
17 金 中山・上平
20 月 下郷
21 火 町
22 水 磯・久保間
23 木 中浜

24 金 機器搬入等により申告相談
は実施していません。

※�譲渡所得申告・贈与税申告・消費税申告等は、直接税
務署主催の確定申告書作成会場で申告してください。

※�2月26日㈰の申告相談については、事前予約の方の
みの受付となります。平日、相談に来られない方を対
象としております。受付締切りは2月10日までです。

※�東日本大震災により住宅等に被害を受け、平成22年
分として雑損控除を受けられていない方で平成23年
分として雑損控除を申告される方は、税務署の出張相
談が行われます2月27日～ 3月2日（午前・午後とも
受付可）の間に申告してください。

※�税務署から直接通知が届いている方は、なるべく指定
の日に来庁してください。

　所得税は2月16日㈭～ 3月15日㈭まで、贈与税は2月1日㈬～ 3月15日㈭までが確定申告期間です。
　仙台南税務署では、1月4日㈬～ 1月31日㈫までに所得税の還付申告を行う方は、税務署が申告会場となりま
すが、2月1日㈬からは相談内容により会場が分かれます。

申告相談の内容 会　　　場

東日本大震災により住宅や家財などに
損害を受けられた方の所得税の還付や
軽減・免除に関する申告相談

仙台南税務署（仙台市太白区柳生2-28-2）
【開設期間】1月4日㈬～ 3月15日㈭
【受付時間】8時30分～ 16時
※土・日・祝日を除く（2月19日と2月26日の日曜日は開設します）

上記以外の申告相談
なお、東日本大震災による住宅等の損
害額の計算がお済の方は申告相談でき
ます。

TIC ビル3・4階「確定申告センター」
（仙台市青葉区一番町4-9-18　仙台三越向かい）
【開設期間】2月1日㈬～ 3月15日㈭
【受付時間】9時～ 16時
※土・日・祝日を除く（2月19日と2月26日の日曜日は開設します）

【ご注意】ご来場の際は、公共交通機関をご利用ください。

問仙台南税務署　☎022-306-8001

問税務納税課　☎37-1114（内線151・152）

税務署主催の確定申告書作成会場に関するお知らせ

※インフルエンザ等の予防のためにマスク等を着用願います。
※�税務納税課事務室内での申告は受付できませんので、必ず申
告会場で申告してください。

平成23年分所得申告相談日程表
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生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関するこ
とに、保健師・栄養士が相談に応じます。

育児相談にあわせて臨床心理士による発達相談を
行います。希望者は事前に電話で申し込みくださ
い。（発達相談は年4回実施予定です）

精神科医によるこころの相談（認知症の相談も含む）

青少年の非行防止のため、問題を抱える青少年や
親との相談

国や県、町などが行っている仕事についての要望
や苦情相談

土地や建物の名義書き換えなど、登記に関する相
談

生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩みご
と相談

商品の安全、品質または訪問販売・債務などに関
する相談
※�水曜日を除く、平日9時～ 16時にも相談でき

ます

人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじめな
どの相談

国民年金、厚生年金など年金に関する相談

第54回　「特定保健用食品」“トクホ”とは
　最近テレビや雑誌などの報道で、“トクホ”という言葉をよく耳にするよ
うになりました。
　“トクホ”とは、食品に含まれる健康に役立つ成分を積極的に摂取できる
ように設計されているもので、特定の健康の改善が期待できることを表示
した「特定保健用食品」のことをいいます。自身の健康や健康診断の結果
などが気になる方が健康の保持に役立つことを期待して食べる食品であ
り、病気の治療・治癒を目的に利用するものではありません。
　食生活の基本は、主食・主菜・副菜をそろえ、色々な食品をバランスよく
食べることです。
　“トクホ”も食品ですが、効果があるからといって一度にたくさん食べた
り、それだけを食べ過ぎたりするような偏った食べ方をするのはよくあり
ません。
　普段の食生活に上手に取り入れましょう！

問	町民生活課　生活班　☎37-1112（内線123）
　役場消費生活相談窓口　水曜日を除く、平日9時～ 16時

2月15日から3月14日まで

◆健 康 相 談 3月5日（月）　13時30分～ 16時 ◆育 児 相 談 3月5日（月）　10時～ 11時30分

◆精神保健相談 3月2日（金）　10時～ 11時30分

場所　保健センター　問 保健福祉課　健康づくり班　☎37-1113（内線148・149）
※相談者が重複するとお待ちいただく場合がありますので、事前の電話予約が便利です。

◆青少年相談 2月20日（月） ◆行政苦情相談 3月9日（金）

◆登 記 相 談 3月13日（火） ◆生 活 相 談 2月15日（水）

◆消費生活相談 3月14日（水） ◆人 権 相 談 2月16日（木）

◆年 金 相 談 2月17日（金）

場所 役場仮庁舎 第1相談室（1階）　時間 13時～ 15時　問 町民生活課　生活班　☎37-1112（内線121）

問 保健福祉課　健康づくり班
☎37-1113（内線148・149）

実施場所：保健センター
事 業 名 月　日 対象者等 受付時間

母
子
関
係

母子手帳交付
2月20日（月）

山元町に住所のある
妊婦

9：30 ～
� 10：00

3月5日（月）

6 ～ 8カ月児健診 2月17日（金） 平成23年6月
� ～8月生まれ

12：30 ～
� 13：00

3歳児健診 3月7日（水） 平成20年7月
� ～8月生まれ

12：30 ～
� 13：00

� 診療時間 9時～ 17時
※�休日における当番医は、急患患者の医療

業務のみを目的として実施しています
のでご協力をお願いいたします。なお、
休日当番医は変更になることもありま
すので新聞などで確認のうえ受診して
ください。

2/5
（日）

◆松村クリニック（山元町）
　☎38-0005
◆小島歯科医院（岩沼市）
　☎22-6480

2/11
（土・祝）

◆熊谷内科医院（亘理町）
　☎34-5140
◆荘司歯科医院（名取市）
　☎022-384-0101
◆山田歯科医院（岩沼市）
　☎22-3229

2/12
（日）

◆三上医院（亘理町）
　☎34-3711
◆心友歯科医院（岩沼市）
　☎25-6444

2/19
（日）

◆浜吉田駅前内科（亘理町）
　☎33-7377
◆松本歯科医院（山元町）
　☎37-3771
◆福澤歯科医院（名取市）
　☎022-386-3611

2/26
（日）

◆平田外科医院（亘理町）
　☎37-4055
◆清水歯科医院（岩沼市）
　☎22-2331

3/4
（日）

◆柿沼循環器科（亘理町）
　☎32-2871
◆名取中央クリニック（歯科）（名取市）
　☎022-382-6231
◆きくち歯科（亘理町）
　☎34-0644

3/11
（日）

◆高橋内科乳腺クリニック（亘理町）
　☎33-1121
◆たかとく歯科医院（名取市）
　☎022-384-8841
◆山形歯科クリニック（亘理町）
　☎34-2133

注）�疾患や年齢等によっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

日 月 火 水 木 金 土
… … … … 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
… … … … … … …

3日 月 火 水 木 金 土
… … … 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 … … …
… … … … … … …

2

2/5（日）
2/11（土・祝）

◆㈱クリワダ
　☎37-0013

2/12（日） ◆㈲佐藤設備
　☎37-4165

2/19（日） ◆㈲針生設備工業
　☎37-2452

2/26（日） ◆㈱松村工業所
　☎38-0558

3/4（日） ◆㈱山村設備
　☎38-0150

3/11（日） ◆㈲阿部ホームサービス
　☎37-3469

複数の修理が入っている場合はすぐに対
応できないことがありますので、ご了承願
います。
問	上下水道事業所　施設班
　☎37-1120（内線253）

放送時間
・月～金：	8時～ 18時
・土～日：	10時～ 16時
※�9時・12時・17時に町の情
報をお知らせしています。

☎0223-29-4772
ringoradio@gmail.com

情報をどしどし 
� お寄せください！

りんごラジオ
FM 80.7MHz

　これまで支援物資として寄せられ
た「大人用紙おむつ」を次のとおり
配付します。
■配付期間
○2月13日㈪～2月29日㈬
　9時～16時
■配付場所　体育文化センター
■配付方法
　山元町から要支援・要介護認定を
受けている方を在宅で介護している
家族等で、紙おむつを必要とする方
に対し、紙おむつを配付します。介
護保険証の提示をお願いします。
　なお、種類や数に限りがあります
ので、無くなり次第終了とします。
■配付物品
○テープ止めパンツ（M・L・LL）
○リハビリパンツ（S・M・L・LL）
※�要支援・要介護認定を受けている

方1人に対し、希望する紙おむつ
3袋程度を1回配付

問	総務課 総務班
　☎37-1111（内線213）

実施場所：松村クリニック（坂元）
事 業 名 月　日 対象者等 受付時間

予
防
接
種
関
係

MR（麻しん・風しん）
ワクチン・第1期 3月6日（火） 生後12～24カ月未

満に1回
13：00 ～
� 14：00

接種希望の方は、予約が必要になります。接種日の1週間前までに保健福
祉課へ電話でお申し込みください。（平日の8時30分～ 17時）

大人用紙おむつ
配付のお知らせ

連 載 消費生活・これだけは知っておこう！
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� 12月末現在（前月比）
世帯 	 4,924戸	（△	12戸）

男 	 7,059人	（△	46人）

女 	 7,396人	（△	19人）

合計 	14,455人	（△	65人）
出生	 6人	 転入	 28人
死亡	 20人	 転出	 79人
婚姻	 5件
� △：減少

　
昨
年
12
月
17
日
、
宮
崎
県
内
の

高
校
生
が
本
町
を
訪
れ
、
町
内
仮

設
住
宅
入
居
者
に
鉢
植
え
の
花
を

届
け
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
み

や
ざ
き
か
ら『
元
気
』を
届
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一
環
で
、
仮

設
住
宅
で
の
不
自
由
な
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
の〝
心

を
癒
そ
う
〟と
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、宮
崎
農
業
、都
城
農
業
、高
原
、

高
鍋
農
業
、
門
川
、
高
千
穂
の
6

高
校
の
生
徒
が
丹
精
込
め
て
栽
培

し
た
シ
ク
ラ
メ
ン
と
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
、
計
1
、2
0
0
鉢
が
本
町
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
施
に
あ
た
り
、
各

校
か
ら
参
加
し
た
生
徒
12
人
を
代

表
し
て
高
鍋
農
業
高
校
3
年
の
河

野
昭
弘
さ
ん
が「
被
災
者
の
皆
さ

ん
に
、
私
た
ち
が
愛
情
を
込
め
て

大
切
に
育
て
た
花
で
心
を
癒
し
て

ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

そ
の
後
、
早
速
、
地
元
の
亘
理

高
、
宮
城
農
業
高
、
柴
田
農
林
高

各
校
の
生
徒
ら
と
協
力
し
て
、
町

内
仮
設
住
宅
入
居
者
約
1
、

0
0
0
世
帯
に
、
生
徒
手
書
き
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え
た
鉢
植

え
の
花
を
1
鉢
ず
つ
手
渡
し
て
い

き
ま
し
た
。

　

宮
崎
か
ら
の
思
わ
ぬ
贈
り
物

に
、
内
手
仮
設
住
宅
の
加
川
と
み

子
さ
ん
は「
わ
ざ
わ
ざ
遠
く
か
ら

こ
ん
な
に
立
派
な
花
を
届
け
て
い

た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
」

と
涙
ぐ
み
な
が
ら
感
謝
の
気
持
ち

を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
配
付
終
了
後
、
都
城
農
業
高
校

の
3
年
の
山
口
裕
貴
さ
ん
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
感
想
に

つ
い
て「
こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
全

国
の
皆
さ
ん
か
ら
支
援
い
た
だ
い

た
恩
返
し
が
で
き
て
う
れ
し
い
で

す
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

宮
崎
県
の
皆
さ
ん
、
心
温
ま
る

贈
り
物
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
！

　東日本大震災によって犠牲と
なられました方々を追悼するた
め、次のとおり山元町追悼式を
執り行います。
日時　3月11日㈰� 14時30分～
会場　山下中学校体育館
※�開催内容の詳細については、

回覧チラシ・町ホームページ・
りんごラジオ（80.7MHz）で
お知らせします。

問	総務課　総務班
	 ☎37-1111（内線211）

　被災住宅への窃盗が横行して
いた震災当時、支部会員自らも
被災していたにもかかわらず、
町からの要請により、松田正雄
副支部長を中心とする会員5人
が約2カ月間にわたり、町内巡
回等の防犯パトロールに取り組
み、治安の維持に努めた功績が
認められたものです。

山元町追悼式開催の
お知らせ

隊友会山元支部、
全国隊友会会長表彰を受賞

チ
ー
ム
み
や
ざ
き

 
「
仮
設
住
宅
の
方
々
に

�

花
を
届
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

癒しの花を手渡され、
笑顔で受け取る入居者の皆さん

昨年12月7日、支部を代表し
表彰状を受領する松田副支部長
隊友会：�自衛官をはじめとする防衛

省職員のOB組織

1鉢1鉢につづられた心温まる
手書きの応援メッセージ

プロジェクトを通じ、新たな絆が生まれました


